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午前９時３０分開会 

○委員長（徳並伍朗君） おはようございます。ただいまより決算審査特別委員会を

開催いたします。委員の皆さまはじめ、執行部並びに監査委員の皆さまには円滑な

委員会運営にご協力を賜りますよう心からお願いを申し上げます。また、秋山議長

河村副議長、竹岡監査委員には、オブザーバーとしてご協力をよろしくお願いをい

たします。それでは、先の本会議におきまして、本委員会に付託されました議案１

０件につきまして、審査いたしたいと思います。なお、審査の日程でございますが

本日は美祢市一般会計、明日９月３０日には全特別会計、明後日１０月１日を予備

日とし、３日間で、会計ごとに審査を進めてまいりたいと思います。また、一般会

計決算、特別会計決算の説明・質疑がすべて終了した後、村田市長に出席を願い、

総括審議を行います。なお、本日の審査の進め方ですが、一般会計の決算の説明に

あたっては、歳出の款ごとの審査といたしますが、款によっては所管部局が多数と

なるため、それぞれの部局からの説明をよろしくお願いいたします。それでは、副

市長さん、報告等ございませんか。 

○副市長（林 繁美君） ございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） それでは、これより審査を始めます。議案第１６号平成２

０年度美祢市一般会計決算の認定についてを審査いたします。なお、決算の説明に

あたっては、歳入は、収入未済額の大きなもの、歳出では、主要事業、未執行の事

業等について、ご説明をいただきたいと思います。それでは、最初に執行部より、

一般会計の総括的な説明を求めます。福田総務部次長。 

○総務部次長（福田和司君） それでは決算審査委員会に付託の議案第１６号平成２

０年度美祢市一般会計決算についてご説明をいたします。提出のありました平成２

０年度予算執行実績報告書に沿って説明させていただきますので、お手元のほうに

実績報告書のほうお願いいたします。実績報告書の２ページ、３ページをお開きく

ださい。３ページの財政規模及び財政収支の状況に関します表をご覧いただきたい

と思います。まず決算規模でございますが、平成２０年度の一般会計の決算規模で

ございますが、歳入総額のＡ欄は１７２億１，９６１万８，０００円で、前年度の

１７３億５，０９７万円に比べ１億３，１３５万２，０００円、率にいたしまして

０．８％の減となっております。次に歳出の総額Ｂ欄でございますが、１６０億９

９７万７，０００円で、前年度の１７０億３，１４７万８，０００円に比べまして

１０億２，１５０万１，０００円、率にいたしまして６％の減となっております。
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次にその下でございますが、収支の状況でございます。歳入歳出差引額Ｃ欄は１２

億９６４万１，０００円となり、予算明許繰越及び継続費逓次繰越分として翌年度

へ繰越すべき財源が５億２，０８８万６，０００円となり、これを差し引きした実

質収支が６億８，８７５万５，０００円となり、前年度の実質収支額２億２，５０

８万９，０００円を差し引いた４億６，３６６万６，０００円が２０年度の単年度

収支となるものでございます。単年度収支につきましては赤字要素、黒字要素が含

まれておりますことからこれらを控除したものが実質単年度収支ということで、一

番下の欄に実質単年度収支というものがあげられておるかと思います。それで財源

調整の基金利息の積立金として２２２万８，０００円、及び公債費の繰上償還金と

しまして１，１２３万２，０００円を加えまして、また今年度につきましては基金

積立金の取り崩しがございませんでしたので単年度収支は４億７，７１２万６，０

００円となっておるところでございます。以上が平成２０年度の決算におけます財

政規模及び財政収支の状況でございます。 

  それでは次に歳出の状況についてご説明をいたしたいと思います。１８ページを

お開きください。１８ページの歳出内訳別対前年度比較表をお開き願いたいと思い

ます。最下段の計でございますが、平成２０年度の最終予算総額は１７２億５，８

４３万５，０００円に対しまして決算総額が１６０億９９７万７，０００円となり

９２．８％の執行率となっております。なおこれにつきましては先ほども繰越のと

ころでご説明をさせていただきましたが、定額給付事業並びに国の地域活性化・地

域対策臨時交付金事業をはじめといたします繰越明許費として８億１，０３６万

２，０００円、及び継続費として公営住宅建替事業を７４４万５，０００円を２１

年度に繰越をしておる関係上、執行率が９２．８％となっておるものでございま

す。従いまして繰越がありますことから決算の総額は対前年に対しまして１０億

２，１５０万１，０００円、率にして６％の減となったものでございます。決算額

を目的別、区分別構成比で見ますと大きいものから申しあげますと、民生費でござ

いますが、民生費が３２億９，４５４万６，０００円、率にして２０．６％、総務

費が３０億７，９５８万円、率にして１９．２％、公債費が２８億４，９７１万

８，０００円、率にして１７．８％、続いて衛生費でございますが、１５億７，６

９７万５，０００円、率にして９．８％、土木費が１４億９，００９万１，０００

円、率にいたしまして９．３％、教育費が１２億６，２３０万５，０００円、率に

して７．９％、更に農林費でございますが、１２億２，４４６万９，０００円、率
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にして７．６％などとなっておるところでございます。次に主な増減の理由につい

てご説明を若干させていただきます。対前年度比較の欄、一番右側の欄でございま

すが、そちらのほうを見ていただきたいと思います。減額の主なものでございます

が、議会費の５，１３７万９，０００円減、率にして２３．２％の減となっており

ます。これは合併に伴います議員定数の減によります人件費の減等によるものでご

ざいます。次に総務費についてですが５億７，７３４万３，０００円、率にしまし

て１５．８％の減となっております。これにつきましても合併に伴います各種委員

等及び特別職等の減、及び一般職員等の減数に伴いますもの、また合併に伴いまし

て合併電算システム統合の改修経費等がなくなったことから減が生じたものでござ

います。 

 増額の主なものは、商工費の８，６８６万２，０００円、率にして２３．６％の

増となっております。これは、竹林資源活用施設整備事業等によるものでございま

す。また、公債費について、１億３２５万２，０００円、率にして３．８％の増と

なっております。これにつきましては、本来であれば過去の国の経済対策による大

型事業の公債費償還ピークが経過し、これに起因します公債費償還が減少しており

ます。本来であればそこで下がってくるわけでございますが、平成１９年度から始

まりました旧資金運用部等の公的資金補償金免除繰上償還に伴いまして、平成２０

年度におきまして、６％以上、７％未満の利率で借り入れをしておりました市債に

つきまして、現行の利率によります借り入れの借換えを実施しましたことから２億

９，４０３万２，０００円の繰上償還を行いそれと併せまして借換として２億８，

２８０万円を行ったことによる増でございます。 

続きまして、性質別の歳出決算額について、ご説明をさせていただきたいと思い

ますので、２０ページをお開き下さい。表の１番でございますが、消費的経費９５

億７，８８４万３，０００円、構成比５９．８％、対前年度比較は９４９万７，０

００円の増、対前年度０．１％の増となっております。２としまして、投資的経費

１９億８，８００万８，０００円、構成比１２．４％、対前年度比較は６億６，８

４０万６，０００円の減、対前年度２５．２％の減となっており、３公債費は、先

程の説明のとおりでございますが、２８億４，９７１万８，０００円、構成比とし

て１７．８％、対前年度比較は１億３２５万２，０００円、対前年度３．８％の増

となっております。４その他繰出金等についてでございますが、１５億９，３４０

万８，０００円、構成比１０％、対前年度比較は、４億６，５８４万４，０００円
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となり、対前年度２２．６％となっております。個別には、人件費３７億４，４８

１万９，０００円、率にして２３．４％、公債費が２８億４，９７１万８，０００

円、１７．８％、補助費等が２３億５１８万３，０００円、１４．４％の順となっ

ております。前年度の歳出に比較して増加率の大きなものでございますが、１の消

費的経費の（５）補助費等で３億６，２７８万６，０００円、率にしまして１８．

７％増となっております。この主な要因でございますが、下水道事業につきまし

て、平成２０年度より法非適用の会計から法適用となったことに伴います繰出金か

ら補助費等に区分が変わったことによる補助等の増でございます。また次にその他

の（１）積立金３，２０３万円、率にしまして１６．８％増の主な要因でございま

すが、これはゆたかなまちづくり基金の経済対策分の基金積立増によるものでござ

います。また、減少率の大きなものにつきましてご説明をさせて頂きます。２の投

資的経費の（２）災害復旧事業費の１，３２７万７，０００円、５９．５％の減で

ございますが、この主な要因でございますが、２０年度におきまして、補助事業そ

のものが、皆減な減少となったことに伴うものであります。次に減少率の大きなも

のといたしまして、４のその他の（２）投資及び出資金で１，０２０万円、率にし

まして５２．３％の減であります。この要因でございますが、美祢農林開発出資金

としまして１，９５０万円１９年度にございましたが、その部分が減となっておる

ものでございます。また、減少額の大きいものといたしまして、投資的経費の

（１）普通建設事業費の６億５，５１６万９，０００円、率にしまして２４．９％

の減がございます。この主な要因でございますが、麦川小学校屋体整備として１億

６，９０８万９，０００円及び先程も説明しておりますように合併に伴います電算

システム改修経費１億２４４万７，０００円等の減によるものでございます。 

次に、市債の状況について説明をさせて頂きたいと思います。３２ページをお開

き下さい。平成２０年度末の市債未償還元金の総額でございますが、一番下の一番

右側の最下段でございます。１８８億２，３２３万３，０００円となっておりま

す。前年度末の総額が１９３億８，６６８万４，０００円となっておりましたの

で、５億６，３４５万１，０００円、２．９％の減となっております。未償還元金

の内訳でございますが、普通債１２８億４，８３９万９，０００円、災害復旧事業

債が１億１，７５８万９，０００円、転貸債５，０７３万５，０００円、地方税減

収補てん債が９４８万円、減税補てん債が６億２，８８５万６，０００円、臨時税

収補てん債１億１，５００万８，０００円、臨時財政対策債が４２億１，０５６万
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６，０００円、退職手当債８億４，２６０万円となっております。以上が歳出の概

要でございます。 

それでは、続きまして歳入の状況について、ご説明をさせて頂きたいと思いま

す。４ページをお開き下さい。４ページの歳入内訳別、対前年度比較表をご覧頂け

たらと思います。平成２０年度決算額の最下段の計でございます。真ん中の欄の決

算総額ですが、１７２億１，９６１万８，０００円で、対前年度に比べ１億３，１

３５万２，０００円、率にしまして０．８％の減額となっております。歳入決算額

を構成別にみますと、歳入の主なものは、依存財源の中段部分にございます地方交

付税７２億１，９９１万３，０００円、構成比４１．９％、国庫支出金１５億６１

万円、構成比８．７％、県支出金１２億４，１２１万２，０００円、構成比７．

２％、市債１９億２，３２０万円、構成比１１．２％、及び自主財源の欄でござい

ますが、市税が３４億９，２９６万円、構成比２０．３％などとなっております。 

主な増減についてでありますが、前年度と比較して増加率が大きいものは、地方特

例交付金１，４０７万９，０００円、率にして８２．１％の増となっております。

これは住宅ローン減税に伴います減収補てん分の増によるものでございます。次に

増加率の大きいものといたしましては、国庫支出金で増加額６億１，２４３万８，

０００円、率にしまして６９％の増となっております。この主な要因でございます

が、年度末に交付のありました定額給付費補助金４億２，５５０万円、地域活性

化・生活対策臨時交付金として２億６２９万４，０００円による増となったもので

ございます。一方、減少率の大きな主なものでございますが、依存財源では、配当

割交付金の減少額７００万２，０００円、率にして５９．６％の減、株式等譲渡所

得割交付金の減少額７２１万円、率にして７８．２％、及び自主財源であります財

産収入の減少額９，２０９万４，０００円、率にして８１．７％の減等でございま

して、基金等からの繰入金は２０年度はございませんので皆減ということになって

おります。基金からの繰入金の皆減の要因でございますが、合併効果によります他

財源の確保並びに交付税等の合併算定替による交付基準額が、一本算定に比べまし

て９億１，２１２万７，０００円、これは基準額ベースでございますが、こちらの

９億１，２１２万７，０００円が増であることから繰入金がしないですんだという

こと、また、地域活性化・生活対策臨時交付金等の活用によります事業実施、更に

は支出経費の削減に努めましたことから基金からの繰入金のない状態での決算とな

ったものでございます。 
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以上から、地方交付税、市債及び国県支出金等による依存財源の構成比率は７

３．１％で前年度の構成比に比べまして３．５ポイントの増となり、逆に市税、使

用料及び手数料などの自主財源は、構成比率３．５ポイントの減となるものでござ

います。次に、市税の状況につきまして概要を説明させて頂きたいと思います。実

績報告書の１０ページをお開き下さい。 

平成２０年度の市税の決算額でございますが、一番下の欄の真ん中でございま

す。３４億９，２９６万円でございまして、歳入の総額の２０．３％、自主財源の

７５．４％を占めております。前年度決算額は３４億７，７５３万４，０００円に

比べまして、１，５４２万６，０００円、率にして０．４％の増となっておりま

す。個別に見ていきますと、１市民税は調定額が１３億９，６７１万４，０００

円、決算額１３億５，０３６万１，０００円、徴収率が９６．７％、対前年度１．

９％、２，５４７万１，０００円の減でございます。次に、２の固定資産税では調

定額１９億７，０３４万円、決算額１７億２，７７６万３，０００円、徴収率８

７．７％、対前年度３．１％、５，１３７万３，０００円の増でございます。３の

軽自動車税でございますが、調定額が８，５６７万４，０００円、決算額が８，０

２１万９，０００円、徴収率が９３．６％、対前年度４．６％、３５１万２，００

０円の増でございます。４の市たばこ税でございますが、調定額が１億６，１１９

万３，０００円、決算額が１億６，１１９万３，０００円、対前年度４．７％、７

９８万８，０００円の減でございます。その他につきましては、以下のとおりでご

ざいます。また、市税の構成比を見ますと固定資産税が４９．５％、市税が３８．

７％、市たばこ税が４．６％、都市計画税が３．２％の順となっております。な

お、市税の現年度分滞納繰越分のそれぞれの収納の状況についてでございますが、

これにつきましては平成２０年度美祢市各会計歳入歳出決算及び基金運用状況審査

意見書、これ監査資料のほうでございます。すみませんが緑の縁取りの監査意見書

のほうの４３ページ、４４ページのほうお開き下さい。（１）の市税全体の収納状

況のとおりでございまして、それぞれ個別につきましてはアから順に個別の収納状

況について説明が標記されておりますので、総括の一番上の（１）というところを

見ていただきたいと思います。平成２０年度の現年度分の収納率、これは一番上の

表の平成２０年度現年分の部分を見ていただけたらと思いますが、対前年度０．

５％増の収納率は９８．８％でございます。滞納繰越分につきましては、対前年度

１．５％増の１０．８％となっており、それぞれ収納率について増加しておりま
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す。収納率の向上に努めたところでございます。すみません１．５ポイントの増と

いうことでございます。％ではございません。０．５ポイント、滞納繰越分につき

ましては１．５ポイントの増ということでございます。 

以上が平成２０年度美祢市一般会計決算の概要についてでございます。引き続き

まして、各担当課長より平成２０年度の主要施策について、説明をさせます。よろ

しくお願いします。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。これからは、一般会計の個別事項に

ついて説明を求めます。まず、総務費を議題といたします。執行部より説明を求め

ます。田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） それでは同じく予算執行実績報告書の４８ページから

説明いたします。平成２０年殿主要施策内容の説明でございます。款の総務費・項

の総務管理費・目の一般管理費ですが、まず、地域防災計画策定業務委託料として

３８０万円を支出しております。赤郷交流センターサイレン取替工事、これに１１

０万３，０００円、西厚保地区サイレン電源改修工事、こちらに４１万８，０００

円を支出しております。それからマイクロバスの運転委託料として１６４万２，０

００円を支出しております。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 続きまして、５番になりますが、市章制

定支援業務委託料に４６万７，０００円支出しております。その次に市旗・国旗・

市民憲章パネル備品購入費として４８万４，０００円を支出しております。その次

に総合計画策定業務委託料でございますが、これに関しまして５４６万円を支出し

ております。 

○委員長（徳並伍朗君） 内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 続きまして８番でございますが、区集会

所建設補助といたしまして、５０４万３，０００円支出しております。続きまし

て、文書広報費でございますが、広報「みね」の発行、毎月２回発行しております

けれどもこれに７０１万円支出しております。続きまして、企画費の１番でござい

ますが、美祢市有線テレビ放送管理運営業務委託といたしまして、８，７８５万

８，０００円、有線テレビ高度情報化整備工事といたしまして、６億５，３３７万

８，０００円の支出でございます。３番目、有線テレビ高度情報化整備工事設計監

理業務といたしまして、４７７万２，０００円の支出でございます。４番目、生活
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バス路線対策事業乗合バス支援事業補助といたしまして、１億５０４万１，０００

円の支出でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 平田美東総合支所総務課長。 

○美東総合支所総務課長（平田耕一君） 続きまして、支所及び出張所費でございま

す。１番目の宿日直業務委託料でございますが、美東・秋芳両支所分として、４９

３万８，０００円を支出しております。２番目の運転業務委託料、マイクバス運転

業務委託として５６３万９，０００円でございます。続きまして、３番目の施設整

備工事ですが、秋芳総合支所の上下水水漏対策工事として、２０７万５，０００円

を支出しております。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 続きまして、目の交通安全対策費です。交通災害共済

状況を上げております。加入状況ですが、加入者が１万３０８名、加入率が３４．

９５％、共済掛金が５１３万８，０００円となっております。給付状況ですが、合

計で３５件、５０９万７，０００円の給付がされております。 

○委員長（徳並伍朗君） 矢田部建設課長。 

○建設経済部建設課長（矢田部繁範君） それでは２の交通安全施設整備事業の関係

でございますけど、ガードレール、カーブミラー、区画線、１０件といたしまして

６４０万４，０００円を執行しております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 続きまして、目の活性化対策費でござい

ますが、中山間重点プロジェクト推進事業費補助金、これは県の地域振興部中山間

地域づくり推進室が所管している事業の補助金でございますが、これに１２０万円

を支出しております。続きまして、２番のふるさと美祢応援寄附金積立金でござい

ますが、昨年度始まりましたふるさと納税により２３３万３，０００円を支出して

おります。次に美祢市土地開発公社事業費補助金でございますが、これに４，１７

０万円を支出しております。 

○委員長（徳並伍朗君） 内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 続きまして、４番目の豊田前地区活性化

対策事業といたしまして、６３万４，０００円を支出しております。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） ４９ページに参りまして、目のふるさと
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創生事業費でございます。これはふるさと人材育成事業市民海外研修助成金でござ

いますが、２０名の参加者がございまして、助成金といたしまして、２８１万３，

０００円を支出しております。 

○委員長（徳並伍朗君） 山田市民福祉部長。 

○市民福祉部長（山田悦子君） それでは続きまして、項戸籍住民基本台帳費、目戸

籍住民基本台帳費です。戸籍総合システム経費といたしまして、１，２２２万８，

０００円支出しております。内訳は戸籍総合システム保守委託料として、２０１万

６，０００円、戸籍総合システム借上料として、７８１万８，０００円、戸籍総合

システムソフト使用料として、２３９万４，０００円となります。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 田辺選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（田辺 剛君） 項の選挙費、目の選挙管理委員会費で

す。裁判員制度に伴う既存住民基本台帳電算処理システム改修業務事業に６３万円

を支出しております。次に目の市長選挙及び市議会議員選挙費でございます。美祢

市長選挙及び美祢市議会議員一般選挙、これは投票日が平成２０年４月２７日に執

行されておりますが、こちらに５，６３３万３，０００円を支出しております。市

長選は立候補者が４名、市議選は立候補者が３２名となっております。続きまし

て、目の農業委員会選挙費です。美祢市農業委員会委員一般選挙、これは投票日が

平成２０年７月６日の予定でしたが、無投票となっております。告示までに要した

経費として６７万９，０００円を支出しております。続いて、目の県知事選挙費で

す。山口県知事選挙に要する経費として、３，０８１万３，０００円を執行してお

ります。投票日は平成２０年８月３日です。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 続きまして、項の統計調査費・目指定統

計調査費でございます。住宅土地統計調査他、他と申しますのは学校基本調査、工

業統計、経済センサス調査でございますが、この調査費として４５０万円支出して

おります。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います、質疑は

ございませんか。はい、南口委員。 

○委員（南口彰夫君） まず、要点として、一般財源が増額となったという報告と併

せ市税が若干１，５００万円の増が、先程の説明からいくと福田次長の表現からい

くと市税の０．４を税の滞納の徴収も含めて非常に苦労をしたという思いが感じら
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れたのでその点を含めて多少具体的な努力なり手立ても含めてまず説明を願いたい

と思います。 

○委員長（徳並伍朗君） 福田総務部次長。 

○総務部次長（福田和司君） それでは南口委員さんの質問につきまして回答をさせ

て頂きます。税収につきましては若干の増ということで、これにつきましてはいろ

いろな要因がございまして、１０ページを見て頂いたらわかりますように市税の中

でも個人市民税につきましては４．６％の対前年度増となっており法人税につきま

しては２４％減ということになっております。これらの要因でございますが、これ

につきましては市民税につきましては、前々年度の所得に伴います課税という関係

がございまして前々年度の２年前の景気が上向いた状況の中での賦課と言うことで

増えたと、法人税につきましては皆さんご存知のように昨年の１０月以降の全世界

的な経済不況の到来によりまして販売不振等の理由で業績が悪化したと言うことか

ら企業会社の申告納税額の大幅な減少に伴いまして２０％あまりの減少が生じたと

言うような状況も含めまして相対で若干の増になっておるということです。それと

収納率が０．４％ございますが若干伸びております。特に先程も説明しましたよう

に滞納繰越分につきまして１．５ポイントの増があったということは収納対策課と

いうことで徴収に非常に積極的にやっておると言うことがまず１点。それと庁内に

おきまして庁内での収納、特別会計も含めました市全体に渡ります収納に関わりま

す協議等行いましていろいろなノウハウを持ち寄ってどういった収納方法がいいか

ということを今年度に入りましても検討を継続しながらやっておるとこういったも

のが結果として若干ではございますが、収納率の増につながってきたのではないか

と言うふうに考えております。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 南口委員。 

○委員（南口彰夫君） 今の説明で税務課の収納対策室というのがあるんですかね。

（発言する者あり）収納対策課かね、すいません。そうした収納対策課というもの

があったというのは非常に勉強不足でした。そうしたところの職員が非常にある面

努力をされたと、数年前から山口県下いろんな意味での公共料金、それから市営住

宅の家賃等含めて、滞納のとりわけ悪質な滞納についての整理というか取り立てと

いうか、いうことに取り組んでいるんですが、そこで要点だけお聞きしたいと思う

んですが、そうした対策課で十分に税の徴収という役割を果たされた２０年度にそ

こで私が少なくとも聞き及んでいる範囲内ではそうしたよく他市では市の職員が税
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の取り立てに非常に厳しい態度を望んだときに往々にして不幸な出来事とトラブル

とことがマスコミ等でも報道されることがあるんですが、この２０年度の１年間の

経過ではそうした取り立てて市民からの苦情、そうした大きなトラブルは私はなか

ったと認識してるんですが、それに相違ないでしょうか。 

○委員長（徳並伍朗君） 福田総務部次長。 

○総務部次長（福田和司君） 本市の徴収業務についてでございますけど先程の説明

ではちょっと言い漏らしておりましたが、県のほうの収納対策の担当者を非常勤と

した形、併任職員という形で期間半年程度でございますが、県税も含めまして一体

的に適正な徴収を行うと言うことで、そういった法に基づきます収納の対応を担当

職員日々心がけておりますので、どうしても税を徴収、滞納も含めまして徴収する

という性格上小さなトラブルといいますか、そういうことはあろうかと思います

が、やはりその辺は説明の中できちっと説明したうえでスムーズに収納頂くことが

税の公平性を市民の皆さまにお示しすると言う立場からご理解頂いた上での徴収と

いう形をとらさせて頂いておりますので大きなトラブルはないというふうな認識で

おります。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） その他、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 審査意見書グリーンの４４ページをお願いします。一番上の

固定資産税の収納状況の一番右の方に収納率がもちろん現年度分は高いんですが、

年度別に８７％、１８、１９、２０とありますが、これ特にほかの税につきまして

は９０％台ですが、固定資産税が特に比率が低いのはどういう理由であるか原因は

理解しておられますでしょうか。それから２点目はその対策としてどのような形を

お考えかどうか、２点お尋ねいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 福田総務部次長。 

○総務部次長（福田和司君） ご指摘のとおり税につきましては県内の市町の中でも

収納率については非常に上位のほうに収納率が高いということで美祢市は上位のほ

うにおるという認識でございます。ご指摘のように固定資産税につきましては他の

収納率と比べて若干、率が低いということであろうかと思います。これにつきまし

ては、大口の家屋につきまして滞納等がございましてそちらの収納がなされてない

と言うことでの率の低下といいますか、収納率が低い状況にあるということでござ

います。以上です。 

すいません。もう１点の今後の対応についてでございますが、先程も南口委員の
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ご質問にお答えしましたように粘り強く収納は行っております。しかしながら反面

やはり地元の企業家といいますかそういったことも含めながら納めて頂く方向での

努力をさせて頂いてはおります。いろんな形で直接お会いした上で分割も含めまし

て多種多様な方法で未納がないような形で対応させていただきたいということで交

渉も頻繁に行っておりますのでそういったことを粘り強くやる方法以外にはないか

と言うふうに考えております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） ほかに。はい、大中委員。 

○委員（大中 宏君） 先程、南口委員からもちょっと指摘がありましたけど、収納

の関係についてですけど、いわゆる繰越滞納の分の収納率が１０％と非常に低いん

ですよね、これは例年問題になると思います。特にこの中でも不能欠損とか収入未

済額なんか、かなり大きな金額が上ってます。特に収入未済額の中にもかなり不能

欠損になる恐れのある分がかなりあるんじゃないかと言う懸念もされるんですけど

だいたいどのくらいの金額を見積もられておられる、予想されておられるか、ま

た、県から二人三脚で収納の対策についてチームを組んで強力にやられているのは

聞きましたけど実際に１．４ポイントですか、上がったと言われますけど実際には

金額からしたら微々たるもんでもう少し積極的な対策がとれなかったかということ

と、それからもう１点、これは小さな問題ですけど交通災害共済というのがありま

すよね、これは全体として約３５％というのは非常に低い加入率になっておりま

す。実際掛け金が５００万円で給付された共済金も５００万と言うことになると大

変入っておられる方お互いが助かったんじゃないかと思います。これを加入率が非

常に低いその原因はなんだろうか、どういうふうなＰＲの対策とられたか、ちょっ

とお聞きしたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） 福田総務部次長。 

○総務部次長（福田和司君） 最初の不能欠損、滞納繰越分におきます不能欠損の見

込額並びに収納率が１０．８％とこれそのものが低いのではないかと、もう少し積

極的な収納対応はないかと言うこの２点についてでございますが、不能欠損につき

ましては、収納対策課長のほうがこの場に同席しておりませんので、後程時間を頂

いてそちらのほうでこの場に出席をした上で回答させて頂きたいと思います。すみ

ませんがよろしくお願いいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） もう１点の交通災害共済に関するご質問ですが、加入
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率が低い理由ということですが、これは担当のほうで考えてるのが、ほかにいろい

ろな保険に加入されているいろんな保険に加入されているこの交通災害共済だけな

らおそらく１００％ぐらい行くんでしょうけど、ほかにもいろいろ何とか共済と

か、何とか保険とか言うことで加入されているからということではないかというふ

うに考えております。それと広報の方法ですが市報に加入の時期になりますと市報

のほうでお知らせしております。それ以外有線テレビとか告知放送等では今のとこ

ろはやっておりませんが、今後は加入率が上がるようにいろいろ広報の方法も考え

て行きたいと言うふうに思っております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 大中委員。 

○委員（大中 宏君） 今の交通災害の加入の関係ですけど、私全体的なことはよく

把握してませんけど、美東町では各家庭に加入表というのを全部区長さんを通じて

配布をし、加入される方は金額を書いて掛け金と一緒に区長さんのほうに提出する

というような形をとっております。加入率が大変いいと思うんです。各地区別の加

入率がよくわからないんですけど、そういう対策は全体的にとられてないのかどう

かちょっとその辺をお伺いします。 

○委員長（徳並伍朗君） 田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 説明が不足しておりました。広報で市民に周知して各

区長さんにとりまとめをして頂くようにやっております。それで地区別の加入率で

すが今、大中委員がご指摘のとおり美東町が５２．８％、秋芳町が６６．７％、旧

美祢市地域が１８．５％ということで、秋芳・美東地域は加入率が高くなっており

美祢市のほうでは加入率は低いという状況であります。今後現在の方法に加えてこ

の加入率が少しでも伸びる方法を考えて参りたいと言うふうに考えております。以

上です。 

○委員長（徳並伍朗君） その他。はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） それでは最初に美祢市の住民１人当たりの市民税これについ

てのお話ししたいんですけれども、一応よく美祢市の市民税は高すぎるんではない

かとそういう声もよくお聞きするんですけれども実際この平成１９年度の市民税１

人当たりの額を見ますと４万５，８３５円と、今回の決算では平成２０年度が４万

５，５５７円ということで実際市民税が減っている非常に市民にとっては非常にあ

りがたいことであるということを思っております。だから実際今回平成２０年度よ

く上がったと聞きますけれどもこれを見れば着実にこれ下がってるなと言うことを
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感じております。それからあと固定資産税が１人５万５，８４８円、それが今回の

決算、平成２０年度では５万８，２９０円ということでこの固定資産税が若干上が

っております。それで税金に関してのこの平成２０年度では市民税含めてその他の

税収含めて市民の皆さん１人が１１万７，８４２円ということで、平成１９年度比

べれば約２，４４２円上がってます。この程度といえばこの程度ですけれども基本

的には横ばえで全体の税収から見れば横ばいかなと思っております。そういうこと

で今回固定資産税がもう少し上がった要因と言いますか、それについてお話しして

頂きたいということで、いずれにしても特に市民税に関しては若干下がっていると

今後いろいろ大変な状況とは思いますけれどもまず今回の固定資産税が若干上がっ

たと言うことと今後の動向について簡単にご説明して頂きたいと思っております。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、波佐間総務部長。 

○総務部長（波佐間 敏君） それでは只今の岡山委員のご質問でございますけれど

もまず冒頭に美祢市の市民税は高いのではないかというお話しがあったわけですけ

れど、美祢市の市民税の税率と言いますものは、いわゆる標準税率いうことでござ

いますので、他市に比べて率的に高いとか低いとか言うものではなくて、いわゆる

他の自治体ほとんどが採用しております標準税率いうものです。高いとか低いとか

言う感覚は全て個人市民税ですから個人の方の所得の増減、そういうものに起因す

るものではあるというふうに感じております。固定資産税におきまして、若干１人

当たりの税額が増えたと言うのは土地・家屋・償却というものが、固定資産税の中

にあるわけですけれど主に伸びた要因というものは償却資産等の原因によりまし

て、企業の投資によるものということで、２０年度後半は景気の停滞によるその投

資というものはなかったと思いますけれど前半部分、前年度の投資の結果２０年度

に申告課税されたものの増額言うことで、住民お一人お一人が直接納税される土

地・家屋にかかる税額の増というものはさほどなかったというふうに感じておりま

す。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） はい、わかりました。いずれにしても市民税が少し下がった

んではないかと、それはいいことなんですけれども基本的にそれは何を意味してる

かというと要するに美祢市の１人当たりの所得は２７０万円程度といわれてる。そ

の所得が下がったために市民税が下がった、非常にこれは余りはっきり言ってよく

はないんですけれども、いずれにしても法人税にしても７，４００万円程度昨年の
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サムプライムローンがはじけてリーマンショックとその影響がこれにしっかりと数

値に出ているなと言うことを感じております。いずれにしても今後こういった税収

に関しては非常に今現在景気が回復して来ているとはいえ非常に厳しい状況にあり

ます。どうかこの辺については市民税のとらえ方に関しては今まで以上にしっかり

と、なんと言いますか、兜の緒を締めてしっかりと対応をして頂きたいと思いま

す。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） その他。はい、河本委員。 

○委員（河本芳久君） それでは２点程お尋ねします。資料では予算執行実績の４ペ

ージでございます。いわゆる市の財政を賄っている主な財源は国の財源を頼りにし

ておると２０年度の当初予算では国の依存度というのが７０．９、自主財源が２

９．１とこういうふうな形で２０年度予算書が立てられている。決算では今度は国

への依存というのが７３．１％、実質的な財源で市の予算がまかなうのが２６．９

といわゆる自主財源が減ってきて国へ依存しなくてはならない体質に傾いていると

そのことは１９年度、合併前のこの一市二町の依存財源が６９．６％、こういった

数値から見ると合併して財源が少し豊かになっているのではないかという思いを多

くの市民が持っておりますが、実質的には自主財源が少なくて国に依存しなくては

ならない、そういう財政状況にあるとこの要因についてまず１点はお尋ねしたい

と。それから自主財源の主たるものは税であり使用料等の収入等もありますが、先

程市税に関するいろいろ質問も出ましたので税に関わっては省かせて頂きますが、

水道料、下水道料、また住宅使用料等の使用料等のいわゆる不能欠損額というか、

入らないお金５，０００万円ぐらい出ておるようです。こういった自主財源にあた

る主たる財源を税についてはかなり厳しく収納を進めておられるようですが、使用

料等についての収納についてはどういう状況になっておるかやはり改善されている

か、それともなかなか難しいのか、その当たりについて併せてお尋ねいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 福田総務部次長。 

○総務部次長（福田和司君） 河本委員さんのご質問２点について回答をさせて頂き

ます。まず１点目の自主財源と依存財源の率のお話しでございました。ここで基本

的に市の税というのは自主財源で賄うのが理想としては好ましいと大原則がござい

ます。しかしながら２０年度の決算につきましては、先程も説明しましたが、自主

財源の中の繰入金を使わなかったと言うことで自主財源比率がこの部分でかなり落

ちていると、ただ考え方であろうかと思いますが、合併前の協議の中で当初３年間
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については財政的に非常に負担が大きいことから繰入金を、基金を取り崩して対応

しなくてはならないだろうと言う見通しが出ておりましたが、先程も説明しました

ように合併効果によりまして初年度から７年間の合併の特例によります交付税の一

本算定よりは多く依存財源ではございますが、交付税が入ってくるとこういった依

存財源とは言いつつ合併をしたことによりまして、そういった交付税措置が入った

ことから数値として、結果として依存財源が増えた自主財源が減ったと言う形には

なっては来ておりますが、そういった今の交付税制度の中で有効な、これは別に美

祢市が何億ほしいからと言うことで入ってくるお金ではございませんで、標準財政

規模によってかかります費用、こういったものについて法の基準に基づいて交付税

が試算されております。その中で市の財源として依存財源が決算におきまして自主

財源が減って依存財源が増えたと言う結果にはなっておりますが、これがイコール

市の財源が厳しくなったと言う訳ではないということはご理解頂けたらと言うふう

に思います。それと一番主な依存財源が増えた要因ですが、先程の説明もさせて頂

いたんですけど、国庫補助金で６億１，２００万程対前年度、依存財源の中の国庫

支出金が増えております。これの要因でも説明させて頂きましたが、年度末におき

まして、地域活性化対策の生活対策臨時交付金、これが入ってきたこと、それと定

額給付費補助金、こういったものが国の政策の中で補助金として通常当初見込んで

おりました以上の補助金が入ってきてそのまま支出に当てられたとこういった経緯

があることから結果として予算の中で当初に比べ依存財源が増えてきたと言うこと

がいえるかというふうに思います。それと２点目のご質問ですが、自主財源の中の

使用料及び手数料の増減額５，０００万円のことかなと思うんですけど、これにつ

きましては、いわゆる使用料、手数料が対前年度に比べて落ちたということでござ

いまして、これがイコール収納率が下がったということではないということでご理

解頂けたらと思います。以上でございます。それと下水道と水道につきましては一

般会計のほうの予算でございますので下水道、水道につきましてはこちらの数字の

中には入っておりません。後程特別会計のほうでそういった説明をするようになろ

うかと思います。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） その他。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） ページ４７ページですが、賦課徴収金のところなんですけ

ど、４６と４７、下から５番目の２３の償還金、利子及び割引料で３，０７７万

１，７１１円とありますが、これは償還金、利子と割引料は何なのでしょうか。 
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  申し訳ありません。歳入歳出決算書の中のページ４６と４７です。その中の賦課

徴収費の項目の中で償還金、利子及び割引料とありますが、これは何なのでしょう

か。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、波佐間総務部長。 

○総務部長（波佐間 敏君） 決算書の４６，４７ページ、徴税費・賦課徴収費の中

におきます償還金、利子及び割引料、支出済額として３，０７７万１，７１１円、

こ地らの内容についてのご質問だと思いますけども、これは法人市民税におきまし

て予定納税された部分に対して中間決算として出された場合その差し引き予定納税

額のほうが多かった場合には還付と言うことになりますので、その分各企業に対し

て還付が生じると言うものが主な要因でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） 企業だけ、市民もなのでしょうか。 

○委員長（徳並伍朗君） 波佐間総務部長。 

○総務部長（波佐間 敏君） ご指摘のとおり各税目におきまして過誤納とかいうも

のがあればそれも当年度分であれば当年度で収納の中で還付出来るわけですけれど

過年度分につきまして過誤納とかが発覚した場合、修正申告とかありまして減額に

なった場合にはこういうふうに予算をもちまして還付をするという状況になりま

す。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） わかりました。何か全納の報奨金かなと思いましたので、申

告したときの戻ってくる分ですね。わかりました。ありがとうございました。 

○委員長（徳並伍朗君） 西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 予算執行実績報告書の４８ページに活性化対策費の美祢市土

地開発公社事業費補助金４，１７０万円ですかあると思うんですが、これは内容に

つきましては来福台の開発工事の利子補給だというふうに思いますが、その確認を

したいのですが、それでよろしいかどうか。併せて２０年度の来福台の区画がどれ

だけ売れたかわかれば併せて教えて頂きたいと思うんですが。 

○委員長（徳並伍朗君） 末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 今の美祢市土地開発公社事業費補助金に

ついてはおっしゃるとおりでございます。ただ来福台住宅団地だけではなくて合併

と同時に美東地域の長田定住団地整備事業、それから同じく美東の湯の口分譲宅地
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の整備事業、それと十文字原の総合開発事業用地、最後にもう一つは秋芳地域にあ

ります旦住宅団地と言うとこがございます。これらの土地開発公社が所有する事業

に関する利息の補給です。これの利息の補給が約３，２７１万３，０００円程ござ

います。そのほかは運営補助金ということで現地事務所のプロパーの賃金でありま

すとか、そこの光熱費でありますとか、そういうものになっております。それを合

計いたしまして４，１７０万円と言うことで支出させて頂いております。それと平

成２０年度の来福台団地の区画の売り上げなんでございますが、平成２０年度は一

区画も売れませんでした。残念なことに。鋭意努力はしたんですが結果として今の

不況のあおりを受けて一区画も売れなかったと言うことで理事会、販売促進会議に

おいてもどうにかせんにゃいかんということで、今年に入ってまた更に策を練って

いるところであります。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） １点だけお伺いいたします。今の三好委員の関連なんです

が、この監査意見書のほうの４３ページに市民税等が議論されておるんですが、今

の法人市民税の収納状況が１８年、１９年、２０年と出ておるんですが、現年度分

で比較をしてもかなりの１９年度に比べると２０年度が７，６００万円ぐらい減っ

てます。今２１年度がもう既に１０月になってきておるんですが、先程今話があり

ましたように法人市民税は前年度の実績で前半と後半と２回に分けて納税をされて

景気が悪ければ返さんにゃいけんと総務部長の話なんですが、報道等ではよその市

なんかでもかなり見込みがかなり厳しいというか、かなり還付が大きくなってきて

いると言うふうにいわれてます。わかれば２１年度の状況が２０年度に比べて更に

また１９年度と２０年度ぐらいの差が出るのかどうなのかその辺の見込みがわかれ

ばお答えをして頂きたいと思うんですが。 

○委員長（徳並伍朗君） 福田総務部次長。 

○総務部次長（福田和司君） 数字につきましては今、税務課長、収納対策課長のほ

うが同席しておりませんので後程正確な数字をお示しさせて頂きたいと思います。

言われますように法人税につきましては昨年の１０月以降の景気低迷に伴いまして

法人税そのものが若干下がってきているというご指摘のとおりの状況にはなってき

ておろうかと思います。数字につきましては後程回答させて頂きたいと思います。

よろしくお願いします。 

○委員長（徳並伍朗君） ほかに、質疑なしと認め質疑を終わります。１１時まで休
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憩をいたします。 

午前１０時４７分休憩 

 

    午前１１時００分再開 

○委員長（徳並伍朗君） 休憩前に引き続きまして会議を開きます。先程質問があり

ましたことにつきまして、その関係の課長さんが入られましたので、最初に波佐間

総務部長から。 

○総務部長（波佐間 敏君） それでは安冨委員のご質問の法人市民税の今後の平成

２１年度の動向といいますか見込みについてお話ししたいと思いますけれど、平成

１９年度が３億を超えるものがあり平成２０年度決算で２億４，０００万程度とい

う状況の法人市民税ですけどもご承知のように現在の景気の低迷、停滞によりまし

て平成２１年度の法人市民税につきましては当初予算におきまして既に２億を切っ

ているという状況でございますけれど今後の決算見込みつきましては平成２１年度

の予算を２割程度は加減修正しなければならない状況であろうかというふうに考え

ております。以上です。それから大中委員の収納関係のご質問につきまして石田収

納対策課長のほうから説明をさせます。 

○委員長（徳並伍朗君） 石田収納対策課長。 

○総務部収納対策課長（石田淳司君） それでは滞納繰越分２０年度収納率１０．

８％のことについてお話ししたいと思います。監査意見書のほうの４３、４４ペー

ジに私どもが収納に携わってます市税の内訳等について記載があります。その中の

４３ページ右側、上から２段目、収納率滞納繰越分２０年度１０．８％という数字

が上がっております。これは消して高い数字ではないというふうに私どもも思って

おりますが、この要因といたしまして４４ページ、ウの固定資産税の収納率８．

０％ということで固定資産税の滞納繰越分の収納率がかんばしくないということが

原因だろうと思います。併せて４４ページの一番下オの都市計画税の収納率も８％

ということで基本的には固定資産税と都市計画税はセットで徴収しておりますので

その数字がよくないということで全体の数字が上がらないということだろうと思い

ます。この原因といたしまして大口滞納者に関わる滞納繰越になってる部分の徴収

が出来ないということで特に競売事件中のものが大口で数件ございます。それの整

理が出来てないということでありまして、今後その過去に３回以上の民事執行がさ

れておる訳なんですが、結果的に買い手がついてないと言うことになっておりま
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す。民事執行ほうにも３回程度競売にかかって売れなければその事件については今

後出さないというような法的な取り決めもあるようでございますので今後それらを

整理する必要があろうかと思います。この金額についても約４，０００万以上が該

当するんじゃないかというふうに思っております。ほかの個人住民税、法人市民

税、軽自動車税の滞納繰越分につきましては固定資産税、それから都市計画税ほど

の数字の低さはないのではないかというふうに思っております。ちなみに他市の状

況を見ますと美祢市は固定資産税も含めて全ての税の収納率が現年対象分では９

８．８％ということで県下の１３市でトップな訳なんですが、滞納繰越分について

は１０．８％で決して高い数字ではありません。山口県内の市の平均が現年対象分

で９８．０％、滞納繰越分で１９．５％ということで滞納繰越分については約県下

の半分の数字というふうに思っております。今後滞納繰越分の滞納整理につきまし

ては先程申しましたように競売事件のものについてどうするか、それらのもの以外

については随時財産調査等を進めて法的徴収を進めるというふうなことで考えてお

ります。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） ありがとうございました。それでは次に民生費を議題とい

たします。執行部より説明を求めます。田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） それでは５０ページをお開き下さい。ま

ず款民生費・目社会福祉費・目社会福祉総務費であります。社会福祉協議会に対し

まして補助金といたしまして、６，７１２万７，０００円を負担金及び交付金にお

きまして支出をしております。 

○委員長（徳並伍朗君） 岡村高齢障害課長。 

○市民福祉部高齢障害課長（岡村惠右君） 続きまして、障害福祉費ですが、１の介

護訓練等給付費３億１，８６３万１，０００円となっております。２の自立支援医

療給付費、これは更生医療費扶助ですが、２，０６８万８，０００円、福祉タクシ

ー助成事業５９４万５，０００円、４番目のさつき園コアラハウス運営委託料とし

て、１，４７０万円、地域活動支援センター事業委託料として、１，２００万円、

次に特別障害者手当、障害児福祉手当、福祉手当の支給状況でございますが、囲み

の中で説明いたします。特別障害者手当、延べ人数にして１７６名、支給額４６５

万３，０００円、障害児福祉手当２４３名の３４９万４，０００円、福祉手当、１

２名の１７万３，０００円となっております。次に老人福祉費ですが、１の敬老祝

金支給状況でございます。対象者６６４名、支給額１，１６１万円、２番目の敬老
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会開催委託料ですが、９６０万７，０００円、生きがい活動支援通所事業委託料と

して、１，９３６回ですが、７７４万４，０００円、緊急通報装置設置事業２２１

台として、３２０万６，０００円、老人保健医療事業特別会計操出金として、３，

４４９万４，０００円、介護保険事業特別会計操出金として、４億１，２１８万

７，０００円となっております。 

○委員長（徳並伍朗君） 田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） 続きまして、福祉医療助成事業費でござ

います。福祉医療費支給状況は次の枠書きで書いてございますけども、まず、重度

障害者、対象者数が１，０９０件、支給額が１億７，１７５万４，０００円でござ

います。続きまして、乳幼児９８５件、支給額が３，６８７万８，０００円でござ

います。続きまして、母子家庭２７９件、支給額が９００万４，０００円でござい

ます。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君）  岡村高齢障害課長。 

○市民福祉部高齢障害課長（岡村惠右君） 次に老人福祉施設費ですが、養護老人ホ

ーム共楽荘の状況でございます。定員５０名に対し、措置者数４６名、前年度の対

比１名減となっております。事業費でございますが、５，４７８万８，０００円で

ございます。次に５１ページの２の養護老人ホーム秋楽園組合分担金でございます

が、１，８６２万２，０００円、秋楽園の状況でございます。措置者数１１名、委

託料が１，８６２万２，０００円、３番目の養護老人ホーム春光苑の状況ですが、

措置者数３名の委託料６０７万９，０００円となっております。 

○委員長（徳並伍朗君） 山田市民福祉部長 

○市民福祉部長（山田悦子君） 続きまして、国民年金費です。市町村では申請書の

受付業務等行っておりますが、美祢市の被保険者数は平成２１年３月末現在、４，

９４５名、内訳は第１号被保険者２，９６６名、第３号被保険者１，９３３名、任

意加入被保険者４６名です。給付状況は福祉年金３３０名、拠出年金８，７８６名

となっております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） 続きまして、人権対策費であります。住

宅資金貸付事業特別会計操出金としまして、１２７万９，０００円を支出しており

ます。 

○委員長（徳並伍朗君） 岡村高齢障害課長。 
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○市民福祉部高齢障害課長（岡村惠右君） 次に老人福祉センター費ですが、老人福

祉センター指定管理料として、４０７万６，０００円、これは美祢市社会福祉協議

会へ指定管理しております。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 山田市民福祉部長 

○市民福祉部長（山田悦子君） 続きまして、国民健康保険費です。国民健康保険事

業特別会計操出金として、１億７，３８２万５，０００円を支出しております。続

いて、後期高齢者医療費です。後期高齢者医療費操出金といたしまして、１億１，

０２８万２，０００円です。内訳といたしまして、事務費等操出金１，５０３万

８，０００円、保険基盤安定操出金９，５２４万４，０００円となります。以上で

す。 

○委員長（徳並伍朗君） 田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） 次に、項児童福祉費、目児童福祉総務費

であります。まず児童クラブ運営事業であります。市内で６箇所の児童クラブが運

営しておりまして、その運営費を総額１，９９５万４，０００円委託料において支

出をしております。次に、延長保育事業であります。市内私立保育園３園に対し交

付しておりまして、総額１，５３７万円委託料において支出しております。 

  続きまして、５２ページをお開き下さい。目児童措置費であります。各児童手当

支給状況を説明いたします。被用者児童手当といたしまして、４，５９７万円、非

被用者じどうてあてといたしまして、９３７万円、特例給付といたしまして、３２

万円、被用者小学校終了前特例給付といたしまして、１億７５万円、非被用者小学

校終了前特例給付といたしまして、２，０２２万円を扶助費において支出をしてお

ります。引き続き、保育所運営委託であります。市内の私立４保育園及び感慨の７

保育園への支出でありまして、総額２億２，２０７万４，０００円を委託として支

出いたしております。続きまして、母子福祉費であります。これは児童扶養手当で

ございまして、２４５世帯、延１，７９３名で６，８０７万円扶助費において支出

をしております。続きまして、児童福祉施設費であります。市内の直営の公立保育

園は９園ございますが、定員実入所人員はご覧の表のとおりで、入所待機児童はお

りません。続きまして工事請負費といたしまして、真長田保育園軒下修繕工事費１

０９万２，０００円、赤郷保育園鉄棒取付工事費１４万７，０００円、総額１２３

万９，０００円を支出をしております。続きまして、項生活保護費・目扶助費であ

ります。２０年度決算期における生活保護の状況は被保護世帯数１０４世帯、被保
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護者数１３５名の方々に対し、生活扶助費他２億４，６４９万６，０００円を扶助

費として支出をしております。続きまして、お手元の各会計歳入歳出決算書をご覧

下さい。決算書一般会計の５４ページ、５５ページをお開き下さい。款民生費・項

社会福祉費・目社会福祉総務費であります。この社会福祉総務費、節職員手当等に

おいて３０万６，０００円、続きまして６２、６３ページをお開き下さい。目の児

童福祉総務費、節需用費において３０万９，０００円、同じく、節役務費おきまし

て、１１万４，０００円、続きまして、目の児童措置費、節扶助費において１，４

５８万円、合計１，５３０万９，０００円を繰越明許費として決算をしております

が、これは平成２０年度子育応援特別手当分を２１年度に繰り越したものでござい

ます。以上で歳出の説明を終わります。 

  続きまして、歳入につきましてご説明をいたします。２０年度美祢市各会計歳入

歳出決算書中一般会計歳入歳出決算書の１０ページ、１１ページをご覧頂きたいと

思います。これからは収入未済額の大きいものをご説明を申し上げたいというふう

に思います。款１２分担金及び負担金・項２負担金・目民生費負担金、節児童福祉

費負担金であります。これは保育料収入であります。調定額１億２，５２８万６，

３３０円に対しまして、収入済額は１億２，０３６万７，７１０円でありまして、

差し引き４９１万８，６２０円の収入未済額となっております。現在未納分の徴収

につきましては、電話催告、特に月末に担当係はもちろんですけども各両総合支所

の市民福祉課職員の皆様にも同伴を願って臨戸訪問など実施いたしまして徴収に努

めております。今後も徴収に努めて参ると努力するということをいたしておりま

す。また同じく当決算書の３０ページ、３１ページをご覧下さい。款２０諸収入・

項４貸付金元利収入・目２民生貸付金元利収入、節１同和福祉援護貸付金収入であ

ります。今日では貸付実態はございませんけども未償還の調定額２５９万８，２９

９円に対しまして、償還額が５２万９，５３０円であります。よって償還未済額が

２０６万８，７６９円となっております。現在随時電話催告、臨戸訪問を行ってお

り借入者の理解を得ながら徴収に努めております。今後も引き続き努力をして参る

つもりであります。続きまして次のページ３２、３３ページをご覧下さい項雑入・

目雑入、節民生雑入であります。収入未済額が３８２万７，６２７円ございます。

これは生活保護費返還の収入未済金であります。生活保護費返還金につきましてご

説明をいたします。調定額５１３万２，５１０円に対しまして、収入済額が１３０

万４，８８３円であり未済額は３８２万７，６２７円となっております。これは本
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来保護費として支弁されるべきなかったことにより返還を求めるものでございまし

て適正に収入申告を行っている被保護者よりも不誠実な被保護者が有利とならない

よう随時電話催告、臨戸訪問を行って徴収に努めております。以上で款民生費に係

る２０年度一般会計の決算予算の執行状況の説明を終わります。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います、質疑はご

ざいませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（徳並伍朗君） 質疑なしと認め質疑を終わります。次に衛生費を議題とい

たします。執行部より説明を求めます。古屋市民福祉部次長。 

○市民福祉部次長（古屋勝美君） それでは予算執行実績報告書５３ページをお開き

下さい。款衛生費の保健衛生費・保健衛生総務費のうち食生活推進活動事業ですが

美祢市食生活推進協議会に事業を委託しておりまして、委託料として、２５０万円

を支出しております。 

○委員長（徳並伍朗君） 佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） 続きまして、２でございます。未給水

地区飲料水水源確保事業１６件、４３１万９，０００円でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 古屋市民福祉部次長。 

○市民福祉部次長（古屋勝美君） 続きまして、予防費でございますが、１予防接種

事業では予防接種法に基づきまして、急性灰白髄炎、高齢者のインフルエンザ等に

つきまして、定期の予防接種を実施いたしました。実施につきましては集団または

普通接種によりまして、８，５６９名に実施いたしておりまして、４，６０４万

２，０００円を支出しております。２の健康増進事業でございますが、がん検診、

健康教育、訪問指導等を実施しておりまして、４，４２３万９，０００円を支出し

ております。検診等の詳細につきましては表のとおりとなっております。それから

３結核対策事業でございますが、ＢＣＧ接種及びＸ線間接撮影による健康診断を実

施しておりまして、４５９万３，０００円を支出しております。続きまして、母子

衛生費ですが、１母子保健事業として、妊婦、乳幼児等保健相談事業や乳児１歳６

か月児、３歳児健康診査事業等を実施しておりまして、９９０万５，０００円を支

出しております。なお歳入については収入未済額はございません。 

○委員長（徳並伍朗君） 佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） 続きまして、環境衛生費でございま
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す。１犬、猫等収容状況は以下のとおりでございます。２狂犬病予防接種１，６５

０頭、３中央墓園移転跡地整地工事４５万２，０００円でございます。次は５４ペ

ージをお開き下さい。火葬場費、１船窪山斎場１号炉台車張替修理として、５２万

９，０００円、２船窪山斎場２号炉台車張替修理５２万９，０００円、３番目ゆう

すげ苑管理委託料１，４９１万６，０００円、４番目船窪山斎場委託料５４３万

６，０００円でございます。続きまして、清掃費・清掃総務費でございます。１合

併浄化槽設置整備事業でございますが、３，２３１万６，０００円でございます。

続きまして、塵芥処理費３億１，９４３万２，０００円でございます。以上歳出で

ございます。歳入については、衛生費、保健衛生費については未済額はございませ

ん。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 中村上下水道課長。 

○上下水道課長（中村弥壽男君） 続きまして、項水道費・目水道施設費でございま

す。１の水道事業会計操出金として、１億２，４４０万５，０００円、そして２の

簡易水道事業特別会計操出金としまして、５，２６７万４，０００円を支出してお

ります。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 古屋市民福祉部次長。 

○市民福祉部次長（古屋勝美君） 続きまして、病院費・病院事業費、１の病院事業

会計操出金でございますが、美祢市立病院に３億８８１万７，０００円、美祢市立

美東病院に２億２，８００万８，０００円を支出しております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 続きまして、目美祢社会復帰促進センタ

ー診療所費でございますが、美祢社会復帰促進センター診療所運営事業といたしま

して病院事業会計へ８，７１０万円操出金を支出しております。以上でございま

す。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（徳並伍朗君） 質疑なしと認め質疑を終わります。次に労働費を議題とい

たします。執行部より説明を求めます。藤井商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） 予算実績報告書の５５ページをお開き頂

きたいと思います。款労働費・項労働諸費・目労働諸費でございます。就職祝金と
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いたしまして、２６万円を交付しております。人材育成調査・研究業務委託料とい

たしまして、４６万６，０００円、中小企業退職金共済制度補助金といたしまし

て、２１万４，０００円、美祢市勤労福祉共済会補助金といたしまして、１０万

２，０００円、連合山口美祢地域協議会補助金といたしまして、３９万１，０００

円を支出しております。 

○委員長（徳並伍朗君） 杉原社会教育課長。 

○教育委員会社会教育課長（杉原功一君） 続きまして、目勤労青少年ホーム費でご

ざいます。この施設は勤労青少年の健全な育成と福祉の増進を図るためのものでご

ざいます。利用状況につきましてはご覧の表のとおりでございます。合計で１万

２，８８８名の方にご利用頂いております。８４５万８，０００円を支出しており

ます。 

○委員長（徳並伍朗君） 藤井商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） 続きまして、農村勤労福祉センター費で

ございます。農村勤労福祉センター管理委託料といたしまして、１０１万円を支出

しております。利用件数につきましては１７６件のご利用を頂いております。続き

まして、勤労者福祉施設費でございます。勤労福祉会館並びに勤労者総合福祉セン

ター指定管理運営委託料としまして、１，６５９万円を支出しております。勤労福

祉会館利用件数につきましては９４２件、勤労者総合福祉センター利用件数につき

ましては２，１３８件でございます。次に、シルバー人材センター運営事業費でご

ざいます。美祢市シルバー人材センター運営事業費補助金といたしまして、１，２

９６万３，０００円を支出しております。なおこのうち県からの補助金といたしま

して、１６７万８，０００円が美祢市のほうに入っております。以上でございま

す。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 勤労青少年ホーム費なんですけど、この中に利用状況があり

まして各教室がありますが、これは勤労青少年ホーム英会話とか美東でもあります

が、中国語講座もありますが、これは美祢の勤労青少年ホームあそこだけの費用で

すよね。美東の分を見ようと思ったけど間に合わなかったんですが、美東は美東で

社会教育のほうで出てるのでしょうか。お尋ねいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 杉原社会教育課長。 
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○教育委員会社会教育課長（杉原功一君） こちらの表に載っておりますのは美祢市

の市役所の近くにございます勤労青少年ホームという施設の利用状況でございま

す。よろしいでしょうか。 

○委員長（徳並伍朗君） その他質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（徳並伍朗君） 質疑なしと認め質疑を終わります。只今、一般会計の歳入

歳出の説明を受け、質疑をいたしましたが、そのほか款１議会費から款５労働費ま

で、また関連する歳入につきまして、決算書等含め質疑を行います。質疑がありま

したらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（徳並伍朗君） それでは質疑なしと認め質疑を終わります。この際１時ま

で休憩をいたします。 

午前１１時３４分休憩 

 

    午後 １時００分再開 

○副委員長（山中佳子君） 休憩前に続き委員会を開きます。委員長が所用のため席

を外しておりますので、これより副委員長の私が委員長の職務を努めさせて頂きま

す。ご協力頂きますようよろしくお願いいたします。 

  まず農林費を議題といたします。執行部より説明を求めます。川島農林課長。 

○建設経済部農林課長（川島 茂君） 款農林費・項農業費でございます。目につき

ましては農業振興費でございます。５６ページをお開き願えたらというふうに思い

ます。まず農業振興費でございますが、１番農業管理センター運営事業といたしま

して、９１２万円頂いております。２番目に農産物安心・安全システム導入モデル

事業でございますが、７５万円、３番目需要に応える園芸産地構造改革推進事業で

ございますが６６１万６，０００円を頂いております。４番目水田農業構造改革推

進事業でございますが、１，８９７万円でございます。５番目の中山間地域等直接

支払交付金でございますが、１億５，７６２万円でございます。６番目の農業資金

利子補給事業でございますが、２４５万７，０００円でございます。７番の農業経

営基盤強化促進事業でございますが、５０万円頂いております。８番目の鳥獣被害

防止施設等整備事業でございますが、１６３万９，０００円でございます。９番の

担い手農地集積高度化促進事業でございますが、６２６万４，０００円でございま
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す。１０番目の施設園芸省エネルギー化推進事業でございますが、６万円頂いてお

ります。１１番目の厚保くり生産振興事業でございます３４万３，０００円、なお

１２番目の麦・大豆品質向上定着特別対策事業でございますが、６２万円、１３番

目の野菜価格安定対策事業でございます２７万３，０００円でございます。引き続

きまして、目農地費に入らさせて頂きます。まず１番の土地改良事業償還助成金で

ございますが、１億８，０３５万７，０００円でございます。２番目の農地・水・

環境保全向上対策事業負担金でございますが、１，５８１万２，０００円でござい

ます。３番目の単独市費土地改良事業でございますが、４４３万４，０００円でご

ざいます。４番目の単独市費土地改良事業補助金が、２４３万７，０００円でござ

います。５番目の農業集落排水事業特別会計操出金でございますが、１億５，６０

１万６，０００円でございます。６番目の団体営農業用河川工作物応急対策事業で

ございますが、２４１万５，０００円でございます。７番目でございますが、ため

池等整備事業、梅ヶ坪と牛明奥のため池でございますが、３，６３６万円を頂いて

おります。８番目でございますが、単県農山漁村整備事業でございます。中村地

区・かんがい排水でございますが、１２１万２，０００円でございます。９番目の

農山漁村活性化・プロジェクト支援交付金事業でございますが、４地区ございます

がそれぞれ祖母ヶ河内地区が６，５８５万円。祖母ヶ河内の棚田の保全事業でござ

いますが、２６９万円と秋芳基盤整備事業、鍛冶屋地区でございますが、３，０３

０万円でございます。秋芳里地棚田保全事業、門村地区でございますが、１，６０

６万４，０００円ということでございます。１０番目の県営中山間地域総合整備事

業負担金でございますが、５，８２３万円でございます。１１番目でございます

が、県営農業用河川工作物応急対策事業負担金といたしまして、４２５万５，００

０円ということでございます。続きまして、目の畜産業費でございますが、１番目

でございますが、優良子牛生産凍結精液代補助事業でございますが、５９万８，０

００円でございます。続きまして、優良繁殖雌牛導入保留奨励事業でございます

が、１０４万円と言うことになっております。３番目の肥育用素牛導入利子補給事

業でございますが、１７万２，０００円と言うことでございます。４番目の畜産基

盤再編総合整備事業でございますが、１，２３８万４，０００円でございます。続

きまして、款の林業費でございます。目の林業総務費に入らさせて頂きます。１番

最初に秋吉台山焼防火線設置報償金といたしまして、４７１万１，０００円でござ

います。同じく秋吉台防火線でございますが、設置委託料といたしまして、７３万
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５，０００円でございます。続きまして、５７ページの目の林業振興費の説明をい

たします。１番目の多目的作業道開設事業でございますが、３路線で３４１万９，

０００円でございます。２番目の有害鳥獣捕獲奨励事業でございますが、５３０万

２，０００円でございます。３番目のシカ被害防止対策事業でございますが、１，

２３１万２，０００円を頂いております。４番目の美しい山づくり事業でございま

すが、竹林改良の事業として、５５９万４，０００円でございます。同じく美しい

山づくり事業でございますが、作業路開設ですが、６１９万７，０００円頂いてお

ります。６番目の森林整備地域活動支援交付金事業でございますが、１，１３４万

４，０００円でございます。なお続きまして、目の林業整備費でございますが、ま

ず最初に１番目は地域公益保全林整備事業でございます２，４１８万５，０００円

でございます。２番目の森林総合研究所分収造林事業でございますが、２，０５１

万４，０００円でございます。続きまして、目の林道費でございますが、林道維持

管理業務といたしまして、２９８万７，０００円でございます。最後でございます

が、目の治山事業費でございますが、小規模治山事業がございます。１地区ござい

まして、４９７万３，０００円でございます。簡単ですが以上で説明とさせて頂き

ます。 

○副委員長（山中佳子君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑は

ございませんか。はい、田辺委員。 

○委員（田邉諄祐君） 補助金だけですか、それとも県の補助金がはいってるんです

か。それとも市だけの出費というか、費用なんですか。市が直接出した費用、全体

の工事金額じゃなくて、そういう意味ですけど。 

○副委員長（山中佳子君） 川島農林課長。 

○建設経済部農林課長（川島 茂君） 林業振興費でよろしいですね。 

○委員（田邉諄祐君） この中に県とか国、国はないでしょうけど県の補助金ははい

いてるんでしょうか。 

○建設経済部農林課長（川島 茂君）  予算の中は入っております。 

○委員（田邉諄祐君） 市の出費そのものはこれより少ないという解釈でいいんです

か。 

○建設経済部農林課長（川島 茂君） はい、もちろん単独市費もございますが、県

費補助もこの中に入っております。 

○委員（田邉諄祐君） はい、わかりました。 
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○副委員長（山中佳子君） そのほかに質疑はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（山中佳子君） それでは質疑なしと認め質疑を終わります。次に商工費

を議題といたします。執行部より説明を求めます。藤井商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） それでは５８ページをお開き頂きたいと

思います。款商工費・項商工費・目商工総務費からご説明を申し上げます。始めに

矯正施設活性化推進室相談員報酬といたしまして、１０８万円、２番目の竹材資源

活用事業建設工事費として、これは繰越明許費でございますけれども８，２６３万

５，０００円でございます。農産物水煮施設機械設備購入費でございますが、こち

らのほうも繰越明許費でございますけれども３，０３２万４，０００円でございま

す。竹箸オゾン式殺菌庫購入費でございます。こちらのほうも繰越明許費でござい

ますが、１１６万６，０００円でございます。農林資源活用施設給水負担金といた

しまして、こちらのほうも繰越明許費でございますけれども４２万円でございま

す。続きまして商工振興費でございます。まず最初にアンモナイトフェスティバル

事業委託料といたしまして、２４０万円、みね桜まつり事業委託料といたしまし

て、５７万６，０００円、みねマップ政策事業委託料といたしまして、２１０万

円、商工会運営事業補助金問いたしまして、１，１００万円、商工貯蓄共済融資保

証料補助金といたしまして、４２６万８，０００円、市制度融資保証料補給補助金

としまして、２３万４，０００円、市制度融資利子補給補助金といたしまして、８

０万円、市制度融資預託金といたしまして、９９２万８，０００円、それぞれ支出

をしております。次に流通対策費でございますが、消費者問題広報啓発活動等委託

料といたしまして、２０万円ほど支出をしております。観光費でございますけれど

も一番初めの道の駅「おふく」指定管理者委託料といたしまして、１，２５５万

４，０００円、同じく道の駅「おふく」温泉熱源効率化改修工事費といたしまし

て、１，０２９万円をそれぞれ支出しておるところでございます。 

○副委員長（山中佳子君） 阿武観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（阿武 知君） ３番以降につきましては総合観光部のほ

うで説明をさせて頂きます。３水神公園浄化槽維持管理業務委託料１０万１，００

０円でございます。４豊田前桜公園浄化槽維持管理業務委託料５万５，０００円で

ございます。５吉則公園美化維持管理業務委託料８万４，０００円でございます。

６番石屋形羅漢山磨崖仏美化維持管理業務委託料１０万円でございます。７水神公
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園美化維持管理業務委託料２６万２，０００円でございます。８大岩郷周辺維持管

理業務委託料１２万円でございます。９大岩郷周辺草刈業務委託料１７万３，００

０円でございます。１０中国自然歩道草刈業務委託料５９万８，０００円でござい

ます。１１妙見原園地・自然観察道管理業務委託料２２万４，０００円でございま

す。１２秋吉台人工の森公衆便所及び駐車場管理業務委託料２８万７，０００円で

ございます。１３エコ・ミュージアムエレベーター管理業務委託料３７万８，００

０円でございます。１４エコ・ミュージアムインフォメーショントイレ清掃委託料

２１１万９，０００円でございます。１５エコ・ミュージアム浄化槽維持管理業務

委託料２２万円でございます。１６エコ・ミュージアム電気工作物保安管理業務委

託料１９万１，０００円でございます。１７エコ・ミュージアム夜間警備業務委託

料１８万９，０００円でございます。１８秋芳洞水質調査業務委託料２９万４，０

００円でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 西田観光振興課長。 

○総合観光部観光振興課長（西田良平君） 続きまして１９番以降ご説明のほうさせ

て頂きます。１９番県観光連盟負担金１４２万３００円でございます。２０番県観

光連盟会費２１万６，０００円でございます。２１番市観光協会補助金３３６万円

でございます。２２番秋吉台エコツーリズム推進協議会負担金２０万円でございま

す。２３番産業観光推進協議会負担金４０万円でございます。２４番日本観光協会

負担金１２万円でございます。２５番秋吉台観光まつり助成金９０７万６，０００

円でございます。２６番観光ボランティアの会活動助成金１７万円でございます。

２７番県研修旅行誘致促進協議会負担金２０万円でございます。２８番秋芳梨組合

宣伝補助金１５万円でございます。２９番秋吉台エコツーリズム協会負担金６０万

円でございます。３０番ながと路観光連絡協議会負担金４８万円でございます。３

１番長州路観光連絡協議会負担金１７万円でございます。３２番美祢さくら公園記

念樹・句碑設置工事６３万５，０００円でございます。３３番観光事業特別会計操

出金５，４４４万７，０００円でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 藤井商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） 続きまして、道の駅みとう管理経費でご

ざいます。浄化槽管理等委託料でございますが、２９万７，０００円、清掃委託料

といたしまして、１７５万円、浄化槽原水ポンプ槽パイプ詰まり改修費といたしま

して、４７万５，０００円を支出しております。続きまして、産業技術センター費
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でございますが、産業技術センター管理委託料といたしまして、１０１万円を支出

しております。利用件数につきましては１２６件の利用を頂いております。続きま

して、企業誘致対策費でございますが、山口県企業誘致推進連絡協議会負担金とい

たしまして、７３万円を支出しております。最後でございますが、十文字工業団地

給水施設費でございます。水質検査業務委託料といたしまして、６０万６，０００

円、配水管布設工事費といたしまして、３３０万８，０００円を支出したとこでご

ざいます。以上でございます 

○副委員長（山中佳子君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑は

ございませんか。三好委員。 

○委員（三好睦子君） 決算書のページ９２ページですが、十文字原工業団地給水施

設費で６２５万７，０００円で支出が６００万円とあるのは、１９年度では役務費

だけで約１万５，０００円の支出でしたが、何故こんなに金額が上がっているのか

不思議に思いました。それで２１年度の予算を見ますと５００万円予算が組んであ

ります。ほぼ３００万円ではないのかと思うんですが、美東時代に美東町の１８年

の旧美東の見れば３００万円の支出になっています。そして２１年度では５００万

円になっていますが、大体これは給水施設費は３００万円ぐらいで済むのではない

でしょうか。そして思ったのですが、これは会社のために水をあげてるのですよ

ね。水道代でもらうべきではないのかなとか思いますが、そのてんどうなのでしょ

うかお尋ねします。金額が違うのでちょっと不思議に思いました。 

○副委員長（山中佳子君） はい、藤井商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） ２０年度の美祢市各会計決算書の９３ペ

ージのほうに役務費が１８万１，０００円の決算額が上がっております。これが高

いのではないかということのご質問だったかと思います。こちらのほうにつきまし

ては（発言する者あり） 

○委員（三好睦子君） 役務費が高いとは言っておりません。流れとして、流れとい

うのですかね、この度の予算では約６００万あると支出が約６００万ですよね。去

年は６００万円上がってないと去年というか１９年度はそして金額がおかしいと思

って１８年をくってみたんですよ、そしたら美東の時には３００万程出てると、だ

から十文字原工業団地給水施設の費用というのは３００万がちょうどいるぐらいの

金額ではないかと金額が違うのでそれをお尋ねしています。 

○副委員長（山中佳子君） 藤井商工労働課長。 
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○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） 申し訳ございません。今年度は５９６万

９，０００円ということで支出したわけでございますが、今年度は見て頂ければわ

かりますように工事請負費というので先程決算書の実績報告書でもご報告したかと

思いますけれども今年度に限って配水管布設工事費というのが３３０万入っており

ます。これは企業誘致が行われた場合に本管の増設工事がやって参りますので誘致

企業があった場合については工事費が増えるという形になりますので今年度に限っ

て事業費が増えてるという状況でございます。 

○副委員長（山中佳子君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） そしたら１９年度は全然なかったということですか。 

○副委員長（山中佳子君） 藤井商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） １９年度は誘致についてはございませ

ん。 

○委員（三好睦子君） わかりました。 

○副委員長（山中佳子君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 排水はどうなってるのでしょうか。側溝の蓋がバーンと開け

てザーと開けてあったんですけど、あれから流れて県道のところの施設に行くのか

なと思ったんですけどやはり工業団地では地下水を汚水してもいけませんし、小野

湖もありますし、そこの排水の処理はどうなってるのかちょっと心配になりました

が大丈夫なのでしょうか。 

○副委員長（山中佳子君） 藤井商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） 工業団地の排水につきましては三好委員

ご承知と思いますが、下に弁財天池というのがございます。その上流といいますか

敷地内に工業団地専用の浄化槽を持っております。そちらのほうで処理したものを

その弁財天池に流すような仕組みになっております。また雨水等につきましては別

にそのまま入ると弁財天池のほうに入るということになっております。更に企業に

よってはどうしても場内処理を必要とするものがございます。それにつきましては

その工場につきまして単独で浄化槽を持って処理をして排水路に放流をしてるとい

う状況でございます。 

○副委員長（山中佳子君） そのほかに質疑はありませんか。田辺委員。 

○委員（田邉諄祐君） 斉藤次長にお伺いしますけど、道の駅「おふく」の温泉熱源

効率化改修工事されましたけど、当時は石油が非常に高かったので軽油か重油に
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変えられたと思います。灯油に変えられたんだったですかね、それで結果メリッ

トがあるのかどうなのか効果が出てきたのかどうなのかその辺を具体的にお伺い

したいんですが。 

○副委員長（山中佳子君） 藤井商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） 道の駅「おふく」の款につきましては私

のほうでやっておりますので私のほうから回答させて頂きたいと思いますけれども

昨年度１，０２９万円の費用出して頂きまして熱源効率化の工事をさせて頂きまし

た。この効果につきましては非常に大きいものがございます。温度が通常の温度よ

り６度程度上がって参りますので昨年は灯油の原油高ということでコストも高かっ

たんですけれどもその毎月の状況を見ますと３分の１程度に下がっております。そ

ういった状況で効果が非常に出てるんではないかというふうに考えております。以

上です。 

○副委員長（山中佳子君） 田邉委員。 

○委員（田邉諄祐君） いやあれはね、燃費を節約できるということで始まった工事

だと思うんですよ、いろいろ理由はありましたけどね、その辺の効果が具体的にど

のくらいになったのかそれをお聞きしたいんですけど。 

○副委員長（山中佳子君） 藤井商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） 今申し上げましたように単価のほうも以

前と比べて下がったという面もございますけれども全体的に一月に使用するかかる

経費といいますか、そちらのほうが３分の１程度に落ちております。 

○委員（田邉諄祐君） 担当者ですからね具体的にちゃんとこういう結果で灯油が下

がったんで当初計画はこうだったけどこういうあれでどれだけのメリットがあるか

ということを聞いてるんです。具体的には。 

○副委員長（山中佳子君） 藤井商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） それでは直近のもので申し上げたいと思

いますが、８月の例をとらさせて頂きたいと思います。昨年の８月の状況が灯油の

使用料が２万１，３６０リッターでございました。その時の灯油の単価が１１５円

５５銭でございます。灯油の金額といたしましては２４８万９，５０８円、この額

を灯油代としてお支払いをしたわけでございます。今年度の８月によりますと使用

料につきましては１万６，０００リッターに落ちております。２万１，０００が１

万６，０００、５，０００リッター落ちたということになります。単価につきまし
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ては１１６円であったのが現在は４８円から５２円という単価になっております。

それによりまして８月一月で８０万６，５００円という灯油代がかかっておりま

す。それにつきましては昨年度が２４８万９，０００円に対して今年が８０万６，

０００円ということで約３分の１以下になってるという状況でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 田邉委員よろしいでしょうか。 

○委員（田邉諄祐君） 結構です。もう一つあります。例の矯正施設の活性化推進対

策として竹資源の活用事業費これは８，２６３万５，０００円と農産物水煮機械設

備購入費３，０３２万４，０００円、竹のオゾン殺菌購入費１１６万で約１億５，

０００万近く使ってるわけですね、更に道路造ったり竹林の整備をやられたと思う

んですけど、それから資本金１，９５０万円投資されて今２億近く投資されてると

思うんですけど、そういう解釈でいいんですか。 

○副委員長（山中佳子君） 藤井商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（藤井勝巳君） 資本金につきましては市のほうから１，

９５０万円確かに頂いております。またこれ以外に社会促進センターのほうで機械

整備をしているのは１９年度で整備をしております。そして２０年度事業として桃

の木に作りました竹材資源活用施設８，２００万、そしてその中にある備品が３，

０３２万、そして復帰センターの竹箸を作る設備の中でオゾン殺菌庫これが１１６

万ということで桃の木の施設のほうでは水道分担金ということになりますので田辺

委員さんが言われるようにその程度のお金がついやされております。以上です。 

○委員（田邉諄祐君） わかりました。 

○副委員長（山中佳子君） そのほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（山中佳子君） 質疑なしと認め質疑を終わります。次に土木費を議題と

いたします。執行部より説明を求めます。矢田部建設課長。 

○建設経済部建設課長（矢田部繁範君） それでは６０ページをお開き下さい。款土

木費・土木管理費・土木総務費の中で、１旦住宅団地有形固定資産購入費、これは

住宅内の道路用地でございますけど５，６０３万５，０００円、その下の地積調査

費としまして、９，９９０万円、調査対象の箇所といたしまして美祢地区が２．５

６、美東地区が４．２４キロ平米となっております。下に実施状況等、進捗率等示

しております。その下に道路橋梁費・道路維持費ですけど、１といたしまして、市

道及び生活道路補修等業務委託費が６３件で２，５１３万７，０００円、２といた
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しまして、正法寺線側溝整備工事外５１件、４，２４８万円、その下の道路新設改

良費、地方道路整備臨時交付金事業、これは沖田１号線といいまして、美祢市大嶺

町吉則の県の合同庁舎から今整備進めております渋倉伊佐線までの市道でございま

すけど測量設計業務委託、道路改良工事、舗装工事、道路改良にかかる用地購入

費、物件移転等で１，７４１万５，０００円を執行させて頂きました。２といたし

まして、道路新設改良事業費、佐山本線道路改良工事に伴う測量設計委託外８件、

２，０８４万１，０００円、荒川線道路改良工事外３３件、８，７２０万６，００

０円、四郎ヶ原杉原線外道路改良にかかる用地購入費１６４万６，０００円、県事

業負担金２，２１９万円となっております。以下、下に美祢市の市道整備状況を載

せております。続きまして、６１ページをお開き下さい。橋梁維持費でございます

けど橋梁通常点検業務委託１８９万円、辰石橋橋梁補修工事が１６８万円、熊野倉

橋安全施設整備工事が２７万３，０００円、続きまして、都市計画費・都市計画総

務費といたしまして、美祢市管内図印刷として３２万７，０００円、街路事業費と

いあすまして、まちづくり交付金事業、補助対象分でございますけど、渋倉伊佐線

広幅歩道の埋設物これは主に山水場の水道工事でございますけど、それと同じく渋

倉伊佐線照明工事、同じく広幅歩道の舗装工事であります。それに事務費を加えま

して、５，５６４万円、２といたしまして、街路事業経費、駅前広場清掃業務が１

２万６，０００円、市道国行下村線外２路線の街路樹の剪定でございます。これが

８１万９，０００円を執行させて頂きました。続きまして、都市公園管理費でござ

いますけど、管理費といたしまして、桜山総合公園の枯木対策事業外都市公園の遊

具、ポケットパークの管理業務、美祢中央公園の管理業務、竹林公園の管理業務、

美祢桜公園ほか公園管理業務といたしまして、１，８５８万５，０００円、つづき

まして、都市公園事業費、公園遊具補修費でございます１０５万円、内川地区広場

整備工事といたしまして、９９万８，０００円、続きまして、都市排水路整備費、

これは美祢市大嶺町吉則下の雨水対策で洪水防止の工事をやるために整備したもん

でございますけど、排水路工事として９００万円、その機械設備といたしまして、

１，０３０万円、その電気工事で３８０万円、その工事に伴う配電設備と電柱の移

転補償費とで１９１万４，０００円、金山地区都市排水路整備工事１５６万１，０

００円、中浅地川河川整備に伴う用水路整備工事で２８万９，０００円、美祢ハビ

テーション調整池浚渫工事で８４万円、その下に行きまして、公共下水道事業費の

他会計操出ますお金といたしまして、５億８，７４０万９，０００円を上げており
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ます。続きまして、１枚めくられまして、６２ページをお開き下さい。款といたし

まして、河川費・河川総務費、主な事業といたしまして、７番洪水ハザードマップ

整備事業で５２８万４，０００円、これは厚狭川水系ハザードマップを作成いたし

まして、印刷代として１００万円、そのハザードマップ作成委託といたしまして、

４２８万４，０００円と計上させていただいております。その下の住宅費でござい

ます。住宅管理費、住宅管理経費で３，８１２万９，０００円を計上させ頂いてお

ります。主なものといたしまして、高層住宅のエレベーターの保全点検業務に４１

７万６，０００円、外桜ヶ丘住宅の外団地除草処理業務で１７８万５，０００円、

住宅修繕料、既存の住宅の修繕のお金ですけど１，０４４万３，０００円、外挙げ

ております。その下の山口県住宅供給公社賃貸住宅負担金と言うのがありますけど

これが６２９万１，０００円、これは美東町にあります温湯団地の県に払う住宅負

担金であります。その下に美祢市の市営住宅の状況、公営住宅、特定住宅等をお示

ししております。その下に住宅建設費でございます。１といたしまして、高齢者向

け優良賃貸住宅事業といたしまして、高齢者向け賃貸住宅の住宅利子補給をするも

のが１０２万６，０００円、地域住宅交付金事業によるものが、高齢者向け優良賃

貸住宅家賃低廉化事業、公営住宅事業とかいろいろありまして、合計いたしまし

て、９，９５１万８，０００円でございます。支出は終わりまして、歳入のほうに

参りたいと思います。美祢市各会計の歳入歳出決算書お出しください。一般会計の

１１ページをお開き下さい。使用料及び手数料でございます。１１ページの一番

下、市営住宅の使用料を載せております。調定額が２０年度１億８，５６５万８，

７９２円、収入済額が１億６，０８７万２，５７０円で収入未済額が２，４６３万

３，２７７円となっております。前年度より２１８万１，８５５円ほど増加したわ

けでございます。現在市営住宅戸数が８７０戸ありまして、入居者の世帯数が７６

７ありまして、今、収入未済でなっております滞納しておる世帯が、滞納金額が合

計が１０万以上のものが５９世帯、この収入未済額に占める金額といたしまして、

２，２０７万５，４３７円それを含みます次は３０万以上滞納しておる世帯が２６

世帯１，６５９万９，０９１円となっております。昨年より２１８万程度上がった

わけですけど、今年度の対策といたしまして、督促状・催告状及びその誓約書等を

出して頂き支払いの計画書等を出して頂きやっていこうと考えておりますけど昨年

度この委員会で建設課全体で対応するということを申しました。結果このようなこ

とになり誠に遺憾に思っております。今後の対応といたしまして、建設課内全員で
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２名を班といたしまして戸別訪問や夕刻時の電話による督促等により収納率を上げ

て参りたいと思いますし、またその滞納世帯が他の使用料、税等の重複しておる方

も多くおられます。他の部署ともに連携をとって収納していきたいと考えておりま

す。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑は

ございませんか。岩本委員。 

○委員（岩本明央君） お尋ねいたします。決算書の９３ページ土木費から始まりま

していろいろありますがこの中で一番気にかかるのは繰越明許費なり継続費の額が

大変額が大きいですよね、２０年度の決算ですから２１年度なり継続費は２２年度

に回るかもしれんけど、この辺実際に事業できるんですか。これ相当な金になりま

すよね。金額がこの辺はどのように見込んでおられるかお尋ねいたします。 

○副委員長（山中佳子君） 矢田部建設課長。 

○建設経済部建設課長（矢田部繁範君） 岩本委員のご質問にお答えいたします。こ

の繰越明許費は景気対策で昨年予算を頂いたもので今年は災害もあったということ

ですぐというのはあれなんですけど災害のあれが終わりましたらすぐ事業の発注等

をやりまして今年度中に完成をしたいと思っております。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 今答弁がありましたけど、激震災害の関係で先般補正が出ま

したこれもたしたら相当な額になるんですが、本当に大丈夫ですか。 

○副委員長（山中佳子君） 矢田部建設課長。 

○建設経済部建設課長（矢田部繁範君） 今の現状の人員でやっていくことを考えて

おります。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） そのほかございませんか。田辺委員。 

○委員（田邉諄祐君） 急傾斜地の件なんですけど、伊藤部長さんにお伺いします。

美祢市のほうで急傾斜地については１０％ほど計上してるんだと前に言われたんで

すけどそれはどこに計上してあるんでしょうか。 

○副委員長（山中佳子君） 伊藤建設経済部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 県事業負担金のほうで歳出しております。 

○委員（田邉諄祐君） わかりました。どうもすみません。 

○副委員長（山中佳子君） そのほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○副委員長（山中佳子君） 質疑なしと認め質疑を終わります。次に消防費を議題と

いたします。執行部より説明をお願いします。西岡総務課長 

○消防本部総務課長（西岡博和君） 消防本部から主要事業につきまして、ご説明申

し上げます。款消防費・項消防費・目常備消防費についてご説明申し上げます。１

消防隊員用防火服整備事業、２０年度は６着を整備いたしまして、１１０万５，０

００円、２女子仮眠室整備事業３２５万５，０００円、３消防庁舎廊下改修工事で

１３０万２，０００円、４地図表示検索システム５６万８，０００円、５救急救命

士気管挿管症例実習に２１万円、６救急救命士薬剤投与追加講習に２３万円、７救

急救命士再教育に９万円、８緊急自動車安全運転研修に８万２，０００円、次に、

非常備消防費、こちらは消防団経費になります。１備品購入費、消防用ホース、こ

れは５０㎜ホースになります。１１本分で３０万６，０００円、防火衣及びヘルメ

ット、こちらに７０万６，０００円、発電機付投光器５６万４，０００円、次に資

機材一式になりますが、枠で囲まさせて頂いております。背負い式消火水のう・消

防用ホース６５㎜ホース３２本分・ノズル・管鎗・双口接手、これら資機材一式で

２２０万３，０００円、２番目に消防団員の出動状況について、ここに表させて頂

いております。災害、訓練、大会等の区分に従いまして、件数、以上で総延べ出動

人員が３，１０２名となっております。次に目の消防施設費、１既設防火水槽蓋設

置工事２工区・４区を行いまして、２８６万７，０００円、目の水防費、１アルミ

缶組立リアカー購入に８万４，０００円となっております。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑は

ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（山中佳子君） 質疑なしと認め質疑を終わります。次に教育費を議題と

いたします。執行部より説明をお願いします。国舛教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（国舛八千雄君） それでは６４ページをお開き頂きたいと思

います。款が教育費・項が教育総務費・目高等学校費からご説明をさせて頂きま

す。１私学振興に伴う運営費補助でございますが、私立成進高等学校へ１，４７０

万円の支出でございます。次に小学校費・学校施設整備費でございます。１豊田前

小学校集落排水接続工事３４６万５，０００円の支出でございます。２大田小学校

天窓転落防止設置工事ほか９件、７２７万３，０００円の支出でございます。工事

内容は大田小学校の天窓、防護策の設置工事費が２７万３，０００円、そしてその
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他麦川小学校の玄関スロープの設置が１０８万２，０００円、そして城原小学校の

防球ネットの設置９９万８，０００円、大田小学校のトイレの改修工事１２１万

８，０００円、於福小学校のトイレの改修工事８２万３，０００円、秋吉小学校の

防災設備補修故事の８８万２，０００円などを行っております。次に中学校費の学

校施設整備費でございます。１美東中学校Ａ棟・Ｂ棟耐震診断業務委託、前払金と

いたしまして、１００万円の支出でございます。２美東中学校特別室棟雨漏り補修

他工事ほか２件、５７４万２，０００円の支出でございます。工事内容は美東中学

校の特別教室棟の雨漏り補修工事が２５０万９，０００円、伊佐中学校のグラウン

ド防球ネット設置工事が２８１万４，０００円、豊田前中学校の屋内運動場の控室

の床の張替工事が４１万９，０００円でございます。次に幼稚園費・同じく目も幼

稚園費でございますが、幼稚園就園奨励費補助でございます。対象幼稚園が五つの

幼稚園でございまして、対象園児は２０２人でございます。１，５７３万１，００

０円の支出でございます。２といたしまして、幼児教育振興事業費補助でございま

す。２４４万８，０００円の支出でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 杉原社会教育課長。 

○教育委員会社会教育課長（杉原功一君） それでは項といたしまして、社会教育費

に移ります。目社会教育総務費でございます。１社会教育団体育成補助金、該当は

８団体でございます。２５３万２，０００円の支出でございます。２美祢・山梨子

ども交流事業補助金、美祢市と山梨市の子どもによる交流事業の補助でございま

す。５７万９，０００円。３放課後子ども教室運営事業、子どもたちの安全・安心

な拠点づくりを進める事業でございます。５４３万５，０００円でございます。４

秋吉台国際芸術村運営委託料、これは財団法人山口県文化振興財団に支払う指定管

理料で２，９２０万８，０００円の支出でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） ５番目山口国体美祢市実行委員会に対して、運営費補

助金を９０万円を支出しております。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 杉原社会教育課長。 

○教育委員会社会教育課長（杉原功一君） 続きまして、目といたしまして、公民館

費でございます。１生涯学習推進等講師謝礼、補償金としまして１３８万３，００

０円、２綾木農村公園陥没補修工事といたしまして１１万８，０００円、３綾木公

民館自動ドア修理に３３万７，０００円、４岩永公民館ブロア取替、これは合併浄
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化槽の修理でございまして、２９万４，０００円、５申し訳ございません。一番後

ろの入替の替えの字が変な字になっておりまして申し訳ございません。これにつき

ましては、上の取替と同じ字でございます。秋吉公民館ガラス入替でございます。

２１万５，０００円、６真長田公民館水銀灯ランプ取替修理といたしまして、１０

万５，０００円を支出しております。続きまして、目図書館費でございます。各図

書館利用状況につきまして以下の表になっております。美祢・美東・秋芳の３館の

利用状況でございます。２，６４５万７，０００円の支出でございます。目市民会

館費に移ります。市民会館食堂厨房改修工事でございます。これにつきましては、

食堂の壁等補修工事でございまして、１０２万９，０００円の支出でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 高橋文化財保護課長。 

○教育委員会文化財保護課長（高橋文雄君） 続きまして、６５ページの目文化財保

護費でございます。長登銅山文化交流款事業費で１億１１０万８，０００円を支出

しております。続きまして、文化施設費ですが、施設利用状況といたしまして、歴

史民俗資料館、化石採集場、化石館、長登銅山跡資料館の利用人数を表にまとめて

ございます。続きまして、秋吉台科学博物館費でございますけども館外部階段改修

工事に８１万４，０００円を支出しております。館利用状況といたしましては年間

４万１，９０９名の利用がありました。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 杉原社会教育課長。 

○教育委員会社会教育課長（杉原功一君） 続きまして、目生涯学習まちづくり推進

事業費でございます。生涯学習推進事業といたしまして、１６５万７，０００円を

支出しております。２市民大学講座運営事業でございます。３２３万１，０００円

の支出でございます。続きまして、目花づくり推進事業費でございます。１花づく

り推進事業といたしまして、８８２万１，０００円を支出しております。続きまし

て、目美東センター費でございます。美東センター利用状況等はご覧の表のとおり

でございます。事業費といたしまして、６５１万７，０００円でございます。目来

福センター費でございます。来福センター利用状況につきましてもご覧のような表

になっております。事業費といたしまして、８２２万３，０００円の支出でござい

ます。 

○副委員長（山中佳子君） 福田体育振興課長。 

○教育委員会体育振興課長（福田雄一君） ６５ページ、一番下でございます。保健

体育費・保健体育総務費、１体育指導員報酬、大変申し訳ございません。２２０万
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円とありますが、決算額は１８９万円でございます。お詫びして訂正をお願いした

らと思います。申し訳ございません。次にページをめくって頂きまして、体育施設

費でございます。美祢市秋芳北部総合運動公園給水管布設工事３０万１，０００

円、２番目といたしまして、体育施設の利用状況を一覧表にしております。今後と

も市民の皆様方に気軽に利用して頂きますよう努力して参りたいと思っておりま

す。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 国舛教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（国舛八千雄君） 目が給食施設費でございます。１大嶺共同

調理場床塗装工事ほか２件、９０万２，０００円の支出でございます。工事の内訳

でございますが、大嶺共同調理場の床の塗装工事費が３５万７，０００円、於福共

同調理場の庇の設置工事費が１万４，０００円、嘉万調理場の食器消毒液の布設工

事費が２３万１，０００円となっております。 

○副委員長（山中佳子君） 松本学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（松本孝志君） ここには載せておりませんけれども若干

付け加えさせていただければというふうに思います。大変申し訳ありませんが、歳

入歳出決算書のほうでご説明をしたいと思いますので見て頂ければと思います。１

０８ページでございます。教育総務費・一番下にありますが、目の外国青年英語指

導事業費でございます。これはＡＬＴを活用して、主に中学校で英語指導を行って

る事業でございます。１０９ページにあります支出済額が１，０３７万２，０００

円でございます。それから１１３ページでございます。小学校費の教育振興費、扶

助費ででございますが、１，０３２万８，４６２円ございますけれども、この内訳

は修学援助費、それから修学奨励費の支出済額でございます。その中の修学援助費

については９５８万２，０００円でございます。同じく中学校のほうでございます

が、１１５ページでございます。中学校費・教育振興費、扶助額でございますが、

これは７６７万４，６２３円になっておりますが、このうちの修学援助費が７０９

万１，０００円でございます。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑は

ございませんか。髙木委員。 

○委員（髙木法生君） 先程ご説明がありました主な事業ではございませんけれども

２点程お伺いをしたいと思います。歳入歳出決算書の１１６ページでございます

が、社会教育総務費の中で２０年度当初予算では成人式の運営経費として７４万
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７，０００円計上されているところでございます。ここでは計数的なことにつきま

しては申し上げませんけれども社会教育の推進あるいは充実関わるということでお

伺いしたいと思いますが、本年１月１１日に成人式が実施されまして新成人の該当

者が２９７名、そのうち参加者が２２４名ということでございます。参加率で申し

ますと７５．４％になろうかと思いますが、人生におきまして節目の事業というこ

とでもう少し８０％超える参加率というものはどうにかならないものかという気が

いたしておりますけれどもこのことにつきましてどういうご認識を持っていらっし

ゃるかちょっとお伺いをしたいと思います。それからもう１点は１１９ページでご

ざいます。図書館費の１３といたしまして委託料がございます。予算額が１６８万

６，０００円ということで不用額が８４万８，３０３円と半額の不用額が生じてお

ります。これを見てみますと当初予算におきまして清掃委託料が７９万、電算シス

テム保守委託料が８９万６，０００円で、併せて１６８万６，０００円になるわけ

でございますけれどもこれはどちらか未執行ということになったのか、その理由が

あればお聞かせ願いたいと思います。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 杉原社会教育課長。 

○教育委員会社会教育課長（杉原功一君） 只今の委員さんのご質問にお答えいたし

ます。まず１点目でございますが、成人式の参加者の率ということで７５．４％と

いうことで高い数字ではないということは認識しております。これにつきましては

市報または回覧等通じましてその地区の該当者の方を調べさせて頂いております。

例えば住民票に載っておる方はよろしいんですが、住民票がなくて親元から出てい

らっしゃる方も成人式に参加して頂こうと思っておりますのでこういう形で回覧等

通しまして該当者を調べさせていただいております。そのほかに住民票を美祢市に

おかれていますが、ひょっとして大学等で違う地区に住んでいらっしゃるという方

もいらっしゃいますと思いますので、その方達の参加を出来るだけ延ばすようにし

ていかなければいけないと思っておりますので先程申し上げました回覧等でまた周

知を図りながら参加者を増やしていきたいと考えております。 

  それでは２番目のほうに移りたいと思います。２番目のご質問ですが、電算シス

テムの保守委託料ということで組んでおりましてこちらのほうが毎月の支払いで委

託契約を結びまして委託を続けていこうと考えておりましたが、機械等システムを

考えましたところ単発で故障したときに修理するほうに回してはどうかという意見

も出まして、そちらのほうが少なくすむのではないかと言うことでやりました結果
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お金のほうがだいぶ少なくすみましたもんですのでその分が不用となっておりま

す。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） よろしいでしょうか。河本委員。 

○委員（河本芳久君） （   ）ついていますと予算がなかなか付きにくいとしっ

かり教育に予算を付けるべきですが、なかなか予算が付きにくいとしかし２０年度

の決算を見ますと教育費だけでも５，１００万円ですか、決算書では１０７ページ

決算書では５，１００万円余りの教育費だけでもこの不用額、いわゆる予算は付い

ているけれども執行していないというましては公民館は予算がないからもう事業を

縮小せんにゃならん、実質的に皆さん方一つ学生の、まあ運営してくださいこうい

う話がよく返ってくるんです。公民館費でも８００万円の不用額として残されてい

る教育費が非常に足らないといいながらこれは市として財源確保のために節約節制

して徹底して経費の節減に一つ求められてそういう結果になったのかどうかこのあ

たりをまず確認したいんです。いわゆる不用額が非常に多いということ、その中に

はとりわけ社会教育費これについて見解をお願いします。 

○副委員長（山中佳子君） 杉原社会教育課長。 

○教育委員会社会教育課長（杉原功一君） 只今の質問にお答えいたします。公民館

費の中で今しないに公民館が１３館ございましてその中で特に需用費等も今回１１

７ページのほうで多く残っておりますが光熱費等いろんな面で十分足りるように組

んでおりましたところが一部のところで残ったりしてそれが１３館ありますとどう

しても金額等が多くなってしまいましてその中でいろいろやりくりしながらやって

るところでございますが、うまく利用できなかったということになっております。

以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 河本委員。 

○委員（河本芳久君） 執行については非常に財政状況考えられてそして節減し効率

的な予算執行してこういう結果になりましたと大変いいように受け止められますけ

れども実はだんだんこういうふうにこの不用額を多く残すということは当初計画に

なんか問題があったんじゃないかとこう疑われる面も出てくるわけです。必要な経

費はしっかり使ってそして地域振興なり教育振興にしっかり当てて行くべきではな

かろうかとそういう面からただ収支の４億１，０００万円ぐらい今年は黒字になっ

たというけど黒字になった原因がやはり次の年度の予算を移行してしっかり財源を

確保しておきたいとこういう執行部の意図の中でやられたのかどうかその辺もよく
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わかりませんが私としては予算を計上した以上はその根拠に基づいて予算執行し不

用額は少なくなるのではなかろうかと不用額を多く残すことは悪いとは言いません

けれども、しかし必要でなかったということはたくさん出てればなんか意図的に執

行控えたような印象受けるわけです。そういうことは逆にしたら住民にとっては予

算がないからと言いながらだんだん不便は方向に持って行かれるのではなかろうか

とこんな気がするわけです。この点については教育全般についても不用額が５，１

００万というかなりの額の予算が不用額となっている。この点については今後どう

いうふうな来年度予算もございますので考えを持っておられるか一応確認しておき

たいと思います。これは教育委員会全般についてお願いいたします。 

○副委員長（山中佳子君）  国舛教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（国舛八千雄君） それでは河本委員さんのご質問にお答えし

たいと思います。確かに５千なにがしの不用額を出しておるわけでございますが、

これにつきましても各課それぞれ最大限有効に使用させて頂くということでいろい

ろと事業を取り組んでおります。その結果こういう５千なにがしの不用額が生じた

わけでございますが、今後も十分この事業につきましては精査しながら今後の取り

組みを進めていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。以上でございま

す。 

○副委員長（山中佳子君） よろしいでしょうか。岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 報告書の６５ページと決算書の１２０、１２１ページの中か

ら質問いたします。私は長登の文化交流館は大変すばらしい会館と思っておりま

す。また観光資源として大変活用が出来るのではないかと思っておりますし、また

京都のほうからもちょっと話がありまして、いいことじゃなと思っております。今

後の期待をしてるわけですが、６５ページの一番上のほうに事業として長登銅山文

化交流館の事業として１億１１０万８，０００円、決算書の中で１２１ページの真

ん中辺工事請負費等が８，５００万ぐらいありますがこれはどれをたしたものが１

億になるんでしょうか具体的にご説明をお願いいたします。 

○副委員長（山中佳子君） 高橋文化財保護課長。 

○教育委員会文化財保護課長（高橋文雄君） 只今の議員さんのご質問にお答えいた

します。まずこの１億１１０万８，０００円の金額でございますけれどもこれはま

ずは委託料がございます。これ全てではないんですけれどもこの中のうちの１，３

４０万６，０００円ぐらいが長登銅山の関係で使われております。それから続きま
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して工事請負費これは全額長登銅山で使われております。そして１８番目の備品購

入費でございます。この全額も長登銅山で使われております。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） そのほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（山中佳子君） 質疑なしと認め質疑を終わります。次に災害復旧費を議

題といたします。執行部より説明を求めます。川島農林課長。 

○建設経済部農林課長（川島 茂君） 最後のページ６７ページをお開き願いたいと

思います。款の災害復旧費でございます。項の農林施設災害復旧費でございます。

目の単独災害復旧費ですが、単独災害復旧費といたしまして、長尾地区農道災害復

旧工事ほか１６件ということで、合計の４２５万７，０００円を今回使わせて頂い

ております。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 矢田部建設課長。 

○建設経済部建設課長（矢田部繁範君） 同じく土木施設災害復旧費でございます

が、単独災害復旧費、現年発生災害復旧費、道路４件、河川４件で４３４万９，０

００円を支出しております。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑は

ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（山中佳子君） 質疑なしと認め質疑を終わります。それではそのほか、

款６農林費から款１２交際費まで、また関連する歳入につきまして、決算書等を含

めまして質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（山中佳子君） 質疑なしと認め質疑を終わります。 

  以上で議案第１６号平成２０年度美祢市一般会計決算の認定についての説明・質

疑までを終了いたしました。なお、討論採決につきましては、明日の総括審議終了

後に行いますのでよろしくお願いいたします。 

  それではその他委員の皆さまから何かございましたらご発言お願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（山中佳子君） ないようでしたら、これにて本日の審査を終了いたしま

す。なお、明日は全特別会計決算につきまして審査いたします。それでは、明日９

月３０日、午前９時３０分より当委員会を開催いたしますのでよろしくお願いいた
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します。本日はこれにて散会いたします。 

ご審査・ご協力誠にありがとうございました。お疲れでございました。 

    午後２時５２分散会 
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